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発刊に寄せて　

公益財団法人　鹿児島市水族館公社

理事長　下鶴　隆央

かごしま水族館は、鹿児島の多様な生物や多彩な海の環境、自然の魅力を紹介する社会教育の場として

1997年に開館しました。

以来、鹿児島の海にこだわり、海を守り、地域と共にある水族館づくりを市民の皆様と一緒になって取

り組んでおり、鹿児島の豊かな海や川にすむ生物の展示をとおして、自然と人間との関わり合いや生命の

素晴らしさ、自然保護の大切さを伝えてまいりました。

このたび、2012年 5月に発刊した「鹿児島のイルカ・クジラ」の増補改訂版として「鹿児島の海のほ乳類」

を刊行することといたしました。

本書では、初版から 12年の歳月をかけ実施したフィールド調査において、新たに判明した錦江湾のイル

カの社会性や鹿児島県の海のほ乳類の目録、飼育個体を対象とした共同研究等を追加しました。

ぜひ、多くの皆様に手にとっていただき、豊かな鹿児島の海に思いを馳せて、生物多様性の保全や貴重

な自然環境を後世に引き継ぐための一助としていただければ幸いです。

2024年 5月
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はじめに　

公益財団法人　鹿児島市水族館公社

館長　佐々木　章

かごしま水族館は、これまでイルカをはじめ、鹿児島の豊かな海や川にすむ生きものを展示し、あわせて、

その生態や生息環境も紹介し、生命の素晴らしさと自然保護の大切さを、市民及び来館者の皆様にお伝え

してまいりました。当館の目の前に広がる錦江湾には、昔からイルカがすむことが知られておりましたが、

開館当時は、湾内のイルカの情報がほとんどなく、種類や生息数、生態等が何もわからず、お伝えするこ

とができませんでした。地域の身近な海に生息するイルカのことを少しでも知っていただくことを目的に、

野生のイルカの目視調査や市民の方からの目撃情報を基にした調査等を開始しました。そして 2012年に、

錦江湾のイルカ、クジラの生態についてまとめた前著「鹿児島のイルカ・クジラ」を出版することができ

ました。

その後もイルカ、クジラの鯨
げいるい
類だけでなく、アザラシなども含めた海のほ乳類の情報があれば、可能な

限り県下全域に飼育員が調査に出かけ、確認するようにしてきました。調査では、大学等の研究者との協

力連携で、より科学的な手法を用い精度の高い情報の蓄積を続けてきました。更に、研究者と飼育員との

連携は、水族館だからこその研究として、飼育するイルカを対象とした、イルカから見える世界（視覚）

やイルカ同士の協力行動（社会的知性）等の認知研究への取り組みにつながり、イルカが持つ能力を理解

する機会となっています。

本書は、継続してきたフィールド調査からわかった鹿児島の海のほ乳類の現状と、新たに取り組んだ研

究について紹介しています。たくさんの方々の協力によって完成した本書が、身近な海にすむほ乳類の生

態と環境への理解や関心を深めるきっかけとなれば幸いです。

出版にあたり、ご多忙の中、懇切丁寧にご指導していただいた監修者の三重大学教授　吉岡基博士に厚

く御礼申し上げます。また、調査や研究の現場においてご協力いただいたすべての皆様に深く感謝申し上

げます。
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水族館と研究機関との共同研究－その意味と必要性　

三重大学　教授　吉岡　基

「鯨類」を研究する。これは時の流れに応じて、その内容や手法に変化はあるが、以前から広くかつ活発

におこなわれている、人の関心を集めてやまない動物たちに関する研究である。鯨類（クジラやイルカ）

を研究するにあたって、私はこれまで 4つのフィールドがあるとよく言ってきた。すなわち、①野生個体

を対象とする研究、②捕
ほげ い
鯨業やイルカ漁業をフィールドとする研究、③座

ざしょう
礁・漂

ひょうちゃく
着個体を対象とする研究、

そして④飼育個体を対象とする研究である。日本では、これら 4つのすべてが今も重要な研究フィールド

であることに変わりはなく、それぞれの長所・短所を活かしながら今も研究がおこなわれている。こうし

たなか、飼育個体の研究は、大学等の研究機関で鯨類を飼育することは困難であるため、自
おの
ずと水族館等

の飼育施設に依存して実施することになる。そしてそこに「共同研究」の形が生まれる。その一例にすぎ

ないが、今から約 40年前、私はイルカの繁殖の研究をホルモンを調べるという生理学的観点からおこなう

ことを考えたが、当時、野生個体ではできる術
すべ
もなく（今は必ずしも不可能ではない）、水族館にお世話になっ

て長く研究をおこなってきた。その時の成果は、水族館でのイルカの人工繁殖等の実践に今は広く応用さ

れている。

しかしながら、水族館は、飼育個体を扱っているだけではない。日本は水族館大国であり、北海道から

沖縄まで鯨類を飼育している施設は相当数に上
のぼ
る。それら施設のほとんどは沿岸にあるため、近くの海岸

に打ち上る鯨類もいれば、そのそばの海を通過したり、個体によっては居ついたりしてしまうものもいる。

そうすると、飼育個体だけを扱うことだけが水族館の仕事ではなくなる。飼育のプロである（動物をよく

知る）水族館スタッフだけではなく、そこに研究者が加わることで、生死を問わず野生鯨類の新たな共同

研究の形ができあがる。現在はこれがかなり活発におこなわれているといっても過言ではない。

かつては、野生鯨類では分からないことを飼育個体から知るという考えがあった。しかし、最近では、

鯨類の飼育に役立てるために野生鯨類を知るという見方もあり、双方向の意義がある。周囲を特性の異な

る海に囲まれた日本では、この先も鯨類との付き合いがなくなることはない。地球温暖化の影響も詳細は

まだ不明であるが、鯨類にも及んでいると考えるのは自然であろう。鯨類を知るために、水族館のイルカ

を対象として、生理学、行動学、心理学、音響生物学、獣医学等の多くの分野で共同研究がおこなわれ、

その成果は研究者からだけではなく水族館関係者からも数多く発信されていることは言
げん
を俟

ま
たない。水族

館と大学等の研究機関との連携は、目的や手法を変えながら、これからも途切れることなく続き、人と鯨

類との共存に寄与する成果をあげていくはずである。
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1.　海
かい
棲
せい
ほ乳類とは

「海棲ほ乳類」とは、海でくらすほ乳類のことで、「海
かい じゅう
獣」と呼ばれることもあります。海棲ほ乳類には、

鯨
げい るい
類（イルカやクジラのなかま）、海

かい
牛
ぎゅう るい
類（ジュゴンやマナティーのなかま）、鰭脚類（アザラシやアシカ

のなかま）の 3つのグループが含まれます。さらにラッコとホッキョクグマも海棲ほ乳類に加えることも
多くあります。
海棲ほ乳類は生

しょう がい
涯を通して海でくらすもの（鯨類と海牛類）と水中と陸上・氷上の両方で生活するもの（鰭

脚類）がいますが、いずれにせよ海がないと生きていけません。それぞれのグループは別々の進化の道の
りを辿

たど
ってきましたが、どのグループも大昔に陸上から「海に戻った」ほ乳類です。

※�鯨類、海牛類、鰭脚類の一部の種は河川や湖など淡水域に生息しますが、一般的に海棲ほ乳類として扱
われます。

海棲ほ乳類に含まれる各グループについて紹介します。

鯨類
鯨
くじらぐうていもく
偶蹄目に分類され、世界で約 90種が知られています。そのうち、日本には 41種が分布しています。

鯨類は口の中にヒゲ板をもつヒゲクジラ類と歯をもつハクジラ類に分けられ、ヒゲクジラ類は 4科（約 15
種）、ハクジラ類は 10科（約 76種）が知られています。鯨類と偶蹄類（ウシやシカが含まれるグループ）
は共通の祖先をもつことが分かっており、現在生きている動物で鯨類に最も近

きん
縁
えん
な種はカバです。

海牛類
海牛目に分類され、ジュゴン科のジュゴンとマナティー科 3種の計 4種が知られています。日本にはジュ
ゴンが分布しています。18世紀半ばに発見されたジュゴン科のステラーカイギュウは、乱

らん　かく
獲により発見か

らわずか数十年で絶滅してしまいました。海牛類は海棲ほ乳類で唯一、水中の植物を食べる草食動物です。
姿が似ている鯨類とは別々の系統で進化していて、海牛類は現在生きている動物ではゾウと近縁であるこ
とが分かっています。

海のほ乳類と鹿児島第1章

アメリカマナティ

ハンドウイルカ

ジュゴン

ザトウクジラ
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鰭脚類
食肉目に分類され、「ききゃくるい」または「ひれあしるい」と読みます。セイウチ科 1種、アシカ科 15種、
アザラシ科 18種が知られています。日本周辺海域でみられる鰭脚類は、アシカ科のトドとキタオットセイ、
アザラシ科のゼニガタアザラシ、ワモンアザラシ、クラカケアザラシ、ゴマフアザラシ、アゴヒゲアザラ
シの7種です。かつてはアシカ科のニホンアシカ
も生息していましたが、現在は絶滅したと考えら
れています。鰭脚類は、肉食性で、繁殖や休息は
陸上や氷上でおこない、四肢がひれ状になってい
ることが特徴です。鰭脚類は、イタチやクマに近
縁です。

ラッコ
食肉目イタチ科カワウソ亜科に分類されます。生活のほぼ
すべてを海で過ごします。肉食で貝類やウニ類、甲殻類、魚
類をえさにします。北太平洋に分布し、日本では北海道東部
でみられます。密度の高い毛皮をもつ、前

まえ あし
肢に肉球がある、

後
うしろ
肢
あし
がひれ状、脇の下の皮

ひ ふ
膚がたるんでいてポケットになっ

ていることなどの体の特徴があります。

ホッキョクグマ
食肉目クマ科に分類されます。北極域に分布し、海氷を含
む海でくらしており、泳ぎが得意です。肉食で、主にアザラ
シ類をえさにしています。自然界にホッキョクグマの天敵は
おらず、鯨類のシャチと共に海の生態ピラミッドの頂点にい
るといえます。白い毛をもつことから「シロクマ」と呼ばれ
ることもあります。

「イルカ」と「クジラ」は実は分類学的には同じなかまで、どちらも鯨類と呼ばれるグルー
プに含まれています。では、どのようにイルカとクジラを呼び分けているのかというと、一
般的には成

せい
獣
じゅう
になった時の体の大きさが 4 m以上の種はクジラ、4 mより小さい種はイルカ

と呼ばれています。つまり、人間の都合で便
べん　ぎ　てき
宜的に大きさによって呼び分けているだけです。…

（※シャチやシロイルカなどの例外もあります）

イルカとクジラの違いColumn

キタオットセイ ゴマフアザラシ
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2．かごしま水族館の海棲ほ乳類
日本各地の水族館や動物園では多種多様な海棲ほ乳類が飼育されています。かごしま水族館では、2024
年 5月現在、鯨類のハンドウイルカと鰭脚類のゴマフアザラシを飼育しています。ゴマフアザラシを導入
する前はラッコの飼育もおこなっていました。

ハンドウイルカ
現在、8頭のハンドウイルカを飼育しています。ハンドウイルカは全国の水族館で最も多く飼育されてい
る鯨類で、当館では開館以来展示をおこなっています。繁殖にも取り組んでおり、3頭の当館生まれの子イ
ルカも飼育しています。

当館で飼育しているハンドウイルカ

ラスター（オス）
1997年来館
特徴：体に光沢がある

テンテン（メス）
2005年来館
特徴：体に斑

はんてん
点がある

ナーガ（メス）
1997年来館
特徴：体が長い

カール（メス）
2013年来館
特徴：背びれが曲がっている

マール（メス）
1997年来館
特徴：目や体が丸い
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ゴマフアザラシ
現在、2頭のゴマフアザラシを飼育しています。
2013年から展示を開始しました。繁殖にも取り組ん
でおり、当館生まれのメス個体がいます。

ラッコ
2013 年までラッコの飼育もしていました。以前は
日本各地の水族館や動物園で飼育されていましたが、
繁殖がうまくいかないことに加えて、国際取引が規
制されているため、国内でラッコを飼育している園
館は現在極めて少なくなっています。

当館で飼育しているゴマフアザラシ

当館で飼育していたラッコ

ラスキー（オス）
2012年 3月 5日生まれ
父ラスター　母ミルキー
両親の名前を取ってラスキーと公募で名づ
けられました。

レイ（メス）
2019年 7月 11日生まれ
父ラスター　母カール
令和になって初めて生まれたことからレイ
と公募で名づけられました。

ハッピー（メス）
2020年 1月 3日生まれ
父ラスター　母テンテン
正月に生まれておめでたいことから公募で
ハッピーと名づけられました。

ゴマリン（メス）
2018年 3月 13日
当館生まれ

マスオ（オス）
2013年 3月 31日

マリンワールド海の中道生まれ
2020年 3月 9日来館
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3．鹿児島と海のほ乳類の関わり
鹿児島の海にはたくさんのイルカ・クジラたちがくらしています。詳細は第 5章で紹介しますが、これ
までに 28種の鯨類が記録されていて、ゴマフアザラシなどの鰭脚類が観察された例や、海牛類のジュゴン
が生息していた記録もあります。ここでは、鹿児島と海のほ乳類の関わりについて鯨類を中心に紹介します。

ホエールウォッチング
鹿児島の海では野生の鯨類を観察する「ホエールウォッチング」ができます。
奄
あま み
美群島では冬場にザトウクジラを対象としたホエールウォッチングがおこなわれていて、きちんとし

た自主ルールの下でクジラと一緒に泳ぐホエールスイムも実施されています。
かごしま水族館の目前に広がる錦

きんこうわん
江湾（鹿児島湾）では、ミナミハンドウイルカを対象にしたドルフィ

ンウォッチングができます。船から観察することや陸地から観察することも可能です（錦江湾のイルカの
詳細は第 2・3章）。
現在は実施されていませんが、過去には南さつま市の野

のまみさき
間岬沖でカツオクジラ（当時はニタリクジラと

呼ばれていました）を対象にしたホエールウォッチングがおこなわれていました。

捕鯨
現在はおこなわれていませんが、明治末頃には南さつま市の笠

かささ
沙、大正と昭和 30年代には奄美大島、昭

和 20年代には甑
こしき しま
島列島で捕鯨がおこなわれていました。笠沙では定置網を用いた網取式捕鯨、奄美大島と

甑島列島では捕鯨船による捕鯨であったようです。ザトウクジラやマッコウクジラ、シロナガスクジラな
ど大型の鯨類が捕獲されていて、捕鯨は地域に食料を供給すると共に雇用を生み出す役割も果たしていま
した。

混
こん
獲
かく

定置網では稀
まれ
に鯨類が意

図せずに捕獲（混獲）され
ることもあります。基本的
に小型の鯨類は放流されま
すが、ミンククジラやザト
ウクジラといったヒゲクジ
ラ類は食用に出荷されるこ
ともあります。特に薩摩半
島南西部や大隅半島東岸でのミンククジラの混獲が多く確認されていて、省令に基づき販売されています。

定置網に入網したミンククジラ（左）とザトウクジラ（右）　（撮影：伊東正英）

奄美大島でのホエールウォッチング（ザトウクジラ） 錦江湾でのドルフィンウォッチング（ミナミハンドウイルカ）
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12　第 2章　錦江湾（鹿児島湾）の鯨類調査

1．錦江湾とは

かごしま水族館の目の前に広がる海、鹿児島湾は地元の人々から親しみをこめて錦江湾と呼ばれていま
す。南北 75㎞、東西 25㎞の細長い形をした入口のせまい閉鎖的な湾です。湾内はその地形により、湾奥、
湾央、湾口部に分けられます。広さは東京湾とほぼ同じですが、東京湾よりも深く、最深部は 237mもあ
ります。湾内には、鹿児島のシンボルともいえる活火山の桜島がそびえ、溶岩域、岩礁域、サンゴ群集、藻場、
干潟、深海などのさまざまな環境があり、多様な生物が生息する豊かな海です。湾奥部には海底火山の噴
気活動に由来する「たぎり」がみられ、硫

りゅうか
化水

すい そ
素を利用するサツマハオリムシも生息しています。

錦江湾（鹿児島湾）の鯨類調査第2章

藻場：海
うみくさ
草のアマモ類が群

ぐんせい
生するアマモ場や、ホンダワラ類やワカメ

などの海
かいそう
藻が繁

はんも
茂するガラモ場のこと

干潟：川の河口付近などにある潮
が引くと砂や泥の広がる場所

サンゴ群
ぐんしゅう
集：沿岸の浅所では、ミ

ドリイシ類を中心としたサンゴが
多くみられます

深海：水深 200ｍ以上の海
（湾奥の深場に生息するサツマハ
オリムシ）

岩
がんしょういき
礁域：ゴツゴツした岩盤ででき

た場所（桜島周辺には、溶岩流が
海に流れてできた溶岩域もありま
す）
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2．これまでの調査の経緯や方法
地元の人には錦江湾にイルカがいることはよく知られていましたが、本格的な調査はおこなわれておら
ず、どのような種がいるのか、何頭いるかなどは全く分かっていませんでした。1999 年 3月、水産庁遠
洋水産研究所（現在の国立研究開発法人水産研究・教育機構　水産資源研究所）によって、生息する鯨類
の種や状況を確認するため、錦江湾で初めての本格的な鯨類調査がスタートしました。その翌年からは鹿
児島大学水産学部、かごしま水族館も加わり調査が進められました。2002年からは当館が中心となって調
査を進めています。また、2015 年から 2018 年の間の一部の調査は京都大学野生動物研究センターの共
同研究・共同利用の制度を利用した調査をおこないました。

調査の方法
A 初期の調査
錦江湾にどのような鯨類がいるか分からなかった
ため、当初は湾全域に調査コースを設置し、調査コー
ス上で確認した個体数から湾全域の鯨類の個体数を
推定するためのライントランセクト法を用いた調査
がおこなわれました。その後、鹿児島大学との共同
研究においては、時にコースを設定せずに鯨類を探
索する方法での調査をおこないました。2004 年か
ら 2011 年にはセスナ機を使った調査を年 1回の
ペースで計 9回おこないました。

B 現在の調査
湾内の鯨類の生息状況がある程度分かったため、
湾全域の調査を縮小し、湾内でよく見られるミナミ
ハンドウイルカについてさらに詳しく知るための調
査を中心としておこなっています。

①　全域調査
錦江湾を（湾奥、湾中央、湾口）の 3海域に分け
てそれぞれに 1隻ずつ調査船を走らせ、湾全体にい
る鯨類を探す調査です。天候や海況によって中止に
なることもありますが、2012 年から 2014 年の間は年に 4回、2015 年からは夏と冬の年 2回の調査を
おこなっています。2012年から 2023年 12月の間に 27回の調査をおこないました。
 

調査で使用した小型飛行機

調査風景
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14　第 2章　錦江湾（鹿児島湾）の鯨類調査

②　船舶調査
これまでの調査で発見されることが多い場所を中
心にイルカを探します。特に養殖生

いけ す
簀の周りで発見

されることが多いため、生簀の周辺は重点的に探し
ます。イルカを発見したら、できるだけ船をイルカ
と並走するように操船してもらい、個体を識別する
ための背びれの写真を撮ります。

③　車両調査
車を停めて陸上から海を見渡せる場所で、双眼鏡
などを使ってイルカを探します。錦江湾のミナミハ
ンドウイルカは岸に近いところを泳ぐことが多く、
海岸沿いの道路などから発見することができます。

④　ドローン調査
2017 年からドローン（無人航空機）を使った調
査を始めました。ドローンではイルカの群れを空か
ら撮影することができるため、個体数を正確に把握
できます。また、水中、特に海面付近でのイルカの
行動を詳細に観察することができます。

写真撮影

車両での調査

ドローンを使った調査

ドローンから撮影した映像
（撮影：かごしま水族館、京都大学ヒト行動
進化研究センター）
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調査の流れ
①　船や車でイルカを探す
船での調査ではGPS や魚群探知機などを使って、15分ごとに位置と水
深を記録します。また、１時間に１回、水温と透明度を測ります。車での
調査の場合は、観察した位置を記録しながら海沿いを回ります。

②　イルカをみつけたら
発見した位置をGPS で確認し、水温や海況、
透明度とともに記録します。できるだけ船をイ
ルカの群れと並走するように操船してもらい、
真横からイルカの背びれの写真を撮ります。ま
た、群れの頭数や子どもの有無、その他特徴的
な行動があればビデオ撮影もおこないます。天
候や風の状態次第ではドローンを飛ばして空か
らの撮影もおこないます。

③　調査終了後
どの場所にどれだけの数のイルカがいたのか、
どんな種がいたのかを確認して記録を残します。
また、撮影した写真をこれまで記録してきた個
体識別カタログと見比べて、個体を見分けます。
撮影したすべての写真を確認するため、照合作
業は大変な作業です。

位置の確認 透明度測定

調査の様子

識別個体の照合作業

水温測定
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16　第 2章　錦江湾（鹿児島湾）の鯨類調査

3．調査でみつかったイルカ
これまでの調査ではハンドウイルカ、ハセイルカ、ミナミハンドウイルカの３種がみつかっています。
2004 年から 2023 年 12月の間に約 100回の調査をおこないました。調査で発見したイルカの数は 1回
の調査で最大 559頭、1回の調査あたりの平均発見頭数は 53頭でした。

ハンドウイルカ

学名：Tursiops truncatus
英名：common bottlenose dolphin
　　　�　多くの水族館で飼育されているイルカで、成長すると 3～ 4ｍ程の

大きさになります。ミナミハンドウイルカにとても良く似ていますが、
体が一回り大きく、吻（口の先）が短いことでみ分けることができます。
調査では、湾口付近で 20～ 100 頭ほどの群れが 3回のみ確認され
ています。これまでの全域調査とセスナ調査での発見率は 9％と出会
うのは非常に稀です。外洋にいる群れの一部が時々湾内に入ってきて
いるのかもしれません。
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ハセイルカ

学名：Delphinus sp.
英名：なし
　　　�　小型のイルカで、体側に色が交差した砂時計のような模様があ

ります。錦江湾の中央あたりで、離島に向かうフェリーなどから
みつかることがあります。調査では 15～ 520 頭ほどの群れが確
認されています。

　　　�　ハセイルカの出現状況は、秋から初夏（９月から６月）にかけ
ての発見情報が多く、この時期によく錦江湾の中と外を行き来し
ていることがわかります。錦江湾では、岸から離れた湾央や湾口
部でよく発見されていますが、時々桜島水道を越えて湾奥部まで
入ってくることもあります。全域調査とセスナ調査での発見率は
51％で、ハンドウイルカよりは湾内で観察されることが多いよう
です。



第
2
章	

　
錦
江
湾
（
鹿
児
島
湾
）
の
鯨
類
調
査

18　第 2章　錦江湾（鹿児島湾）の鯨類調査

ミナミハンドウイルカ

和名：ミナミハンドウイルカ
学名：Tursiops aduncus
英名：Indo-Pacific bottlenose dolphin
　　　�　以前はハンドウイルカの亜

あし ゅ
種と考えられていましたが、現在は別種

として扱うことが一般的です。ハンドウイルカよりも小さく、吻
ふんさき
先が

長いことが特徴です。成獣になるとお腹に斑点模様が現れてきます。
錦江湾では湾奥部でよくみられ、岸の近くを泳ぐことが多いので陸上
から観察することもできます。

　　　�　当館でおこなっている調査では、北緯 31度 50分よりも北側でし
か発見されていませんが、一般の方から寄せられた発見情報では湾中
央部の鹿屋沖からも記録されています。全域調査全域、個体識別調査
での発見率は 85％で、調査に行けばかなりの確率で出会うことがで
きる錦江湾では最も身近なイルカです。

腹部の斑点
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ミナミハンドウイルカの分布域
ミナミハンドウイルカはア
フリカの東岸からインド、オー
ストラリア、日本にかけての
暖かい海に分布しています。

日本国内の分布域

日本のミナミハンドウイルカは熊本県の天草諸島、奄美大島、東京都の御
みくらじま
蔵島や小

おがさわら
笠原諸島といった大

きな集団が見られる場所と、錦江湾や石川県の能
の と じ ま
登島、東京都の鳥島のように小さな集団が見られる場所

があり、生息している場所が点在しています。また、ミナミハンドウイルカと考えられるイルカが、最近
は全国のあちこちの海岸で発見されています。

●分布域

●分布域
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トピック①　御蔵島のミナミハンドウイルカ　　　　　　　　　　　　　小
こ ぎ
木万
かずのぶ
布（御蔵島観光協会）

私の住む御蔵島にも錦江湾と同じミナミハンドウイルカが生息しています。その縁からかごしま水族

館との交流が生まれ、寄稿させていただけることとな

りました。東京は御蔵島のイルカをご紹介します。

東京というと、都市部を思い浮かべる方がほとんど

ですが、東京湾のすぐ南の伊
い ず
豆大島から、1000km南

の小笠原諸島にかけて、有人島だけでも 11の島々が

あります。このうちのいくつかの島にミナミハンドウ

イルカが生息していることが分かっており、御蔵島は

そのうちのひとつです。海底噴火で成り立った御蔵島

は、一度も本土と地
じつ な
繋がりになったことがない海洋島

です。断崖に囲まれた周囲 16km程の島の周りは、黒

潮が流れる外洋ですが、ごくごく近い浅瀬でミナミハ

ンドウイルカを観察することができます。

御蔵島のイルカが広く一般に知られるようになった

のは、1990 年代初頭です。水温と透明度の高い海で、

イルカと泳げるイルカスイムが脚光を浴びました。観

光客の増加がイルカに与える影響を調べるために「御

蔵島イルカ協会」が設立され、個体識別調査が開始

されました。調査は御蔵島観光協会が継
けいしょう
承しており、

2024年で 30年になります。

長年の調査から、御蔵島の周りには 100 ～ 150 頭

のミナミハンドウイルカがいることが分かっており、

ほとんど入れ替わったりせず、定住していることが明

らかになっています。春から秋にかけては子連れも多

くみられ、毎年 10頭程度のイルカが生まれているこ

とが分かりました。水中で泳ぎながらイルカを撮影で

きる利点を生かし、イルカの行動研究も数多くおこな

われています。また、ウンチからDNAを採取して、

父子関係の特定や、えさ生物の解明なども進んでいま

す。しかし、イルカは一般に 40 ～ 50 年生きる長寿

の生物です。御蔵島での調査は 30年続いていますが、

まだまだ未知の生態が山
さんせき
積しています。錦江湾のイルカ調査で明らかになったことと比較しながら、今

後ますますイルカ研究が進むことを期待しています。
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トピック②　熊本県天
あまくさ

草下
しもじま

島周辺のミナミハンドウイルカ
西
にした
田美

み き
紀（人間環境大学環境科学部フィールド生態学科）

鹿児島県のおとなり、熊本県の天草下島の周辺には、およそ
200 頭のミナミハンドウイルカが生息しています。天草下島と長
崎県島原半島の間にある早

はやさき
崎瀬

せ と
戸は有明海の入り口に位置し、こ

こでは一年を通してミナミハンドウイルカの群れを観察すること
ができます。岸からでも肉眼でイルカが泳いでいる姿をみること
ができ、海でイルカが泳いでいる姿は、地元の人々にとっては日
常の光景です。ここは国内有数のイルカウォッチングサイトとし
ても知られ、多くの観光客が訪れる場所でもあります。
天草のミナミハンドウイルカに対しては、1994 年から個体識
別調査がおこなわれ、背びれにできた傷の位置や形をもとに、多
くのイルカが一頭一頭み分けられています。錦江湾や他の海域に
生息する多くのミナミハンドウイルカとは異なり、天草のミナミハンドウイルカは 100頭近くからな
る大きな群れをつくるという特徴があります。この大きな群れは、魚などのえさを捕ることや、サメ
などの捕食者から身を守るのに立っているのではないかと考えられています。
背びれの個体識別写真をたくさん撮ってみると、子どもを連れたお母さんイルカは、その子どもと
同じくらいの歳の子どもを連れているお母さん同士で一緒に撮影されることが多くあります。母親イ
ルカ同士は、大きな群れの中でも近くにいることで、子育てや、子どもを守るために協力しあってい
るのかもしれません。

天草のミナミハンドウイルカがみられ
る海域（枠線内おおよそ範囲を示す）
（地図出典：国土地理院）

ミナミハンドウイルカが泳ぐ様子

通
つう じ
詞島

じま
沖のミナミハンドウイルカ

の群れ
背びれの個体識別写真
背びれの傷の形から、左右それぞれは別々の個体であることが分かります
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トピック③　奄美大島のミナミハンドウイルカ　　　　　　　　興
おき
　克

かつ き
樹（奄美クジラ・イルカ協会）

奄美大島沿岸には、150〜 200頭のミナミハンドウイルカの地域個体群が生息していると推測さ
れています。大島海峡や焼

やきうち
内湾

わん
、笠

かさりわん
利湾にも入り込むため、陸域から目撃されることもあります。属

ぞく

島
とう
を含む奄美大島の周囲は約 650kmと非常に入り組んだ海岸線のため遭遇率は低く、喜界島や徳

之島まで回遊することもあり、単独でのウォッチングツアーは実施されていません。1974年に大島
海峡で捕獲、調教された個体が沖縄海洋博覧会で飼育展
示され、現在でも沖縄美ら海水族館で飼育されています。
2007 年から 2013 年にかけて実施した三重大学や沖縄
美ら島財団との調査により、背びれの形状から 120頭あ
まりが個体識別されています。奄美大島の地域個体群は
小笠原諸島や御蔵島の地域個体群と比べると警戒心が強
く、長時間、水中で観察できることは稀でしたが、近年、
徐々に人に馴れた個体も増え、ドルフィンスイムができ
るようになってきました。冬から春に群れが大きくなる
ことや夏から秋には群れが小さくなること、ダツ類やシ
イラを捕食していることが確認されています。水中観察
により、繁殖等のより詳しい生態も明らかになりつつあ
ります。2021 年から新たにイルカプロジェクトを始め、
近隣の喜界島と徳之島を含めた出現状況及び個体識別調
査、水中カタログ作成に取組んでいます。

奄美大島近海の鯨類
奄美大島では戦前におこなわれた商業捕鯨において、ザトウクジラ、ナガスクジラ、シロナガスク
ジラ、カツオクジラ（当時はニタリクジラ）、セミクジラ、マッコウクジラが捕獲されています。近
年の奄美大島での死亡漂着種としては、マッコウクジラ、コマッコウ、オガワコマッコウ、コブハク
ジラ、ユメゴンドウ、カズハゴンドウ、コビレゴンドウ、ミナミハンドウイルカ、ハンドウイルカ、
マダライルカ、サラワクイルカ、スジイルカ等の記録があります。冬季には繁殖のためザトウクジラ
が来遊します。2022 年 2月にはザトウクジラの出産前後の状況が国内では初めて観察されました。
2014年１月には奄美大島西部の宮

みやこざき
古崎沖で琉球列島では５例目となるセミクジラの出現もありまし

た。沖合ではマダライルカ、ハシナガイルカ、シワハイルカ、オキゴンドウ、コビレゴンドウがみら
れ、奄美大島西方にある奄美海

かい
盆
ぼん
（水深 900 m）では、近年マッコウクジラの目撃が多く、母子群

も確認されています。

出産直後のザトウクジラ マッコウクジラの親子
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4．ミナミハンドウイルカの個体識別調査
私たち人間も顔や体形などをみて、個人をみ分けています。水族館のイルカもよく観察したら体形や顔
つきに違いがあるので、み分けることができます。しかし、錦江湾という広い海の、しかも水中で生活を
する野生のイルカたちをじっくりと観察することは困難です。そこで、最もみ分けやすい部位は、呼吸の
たびに水面に現れる背びれです。背びれにできた傷は一生治りません。この傷をもとに、発見した順番に
個体識別番号をつけていきます。錦江湾の調査で識別したミナミハンドウイルカには識別番号の前に『IK』
（「Inner parts of Kagoshima Bay」＝鹿児島湾奥部の略）というアルファベットをつけています。
調査でイルカを発見したら、イルカの背びれの写真をできるだけ真横から撮ります。写真は 1回の調査
で多い時には 800枚を超えます。その写真を 1枚 1枚見返しながら、写真に写っている個体を識別してい
きます。その結果、1999年から 2023年の 24年間で 96頭を識別することができています。調査ごとに
背びれの写真を撮り、同じ個体がいないかを探します。これを繰り返すことによって、錦江湾にいる群れ
のメンバーを把握し、「出

しゅっせきぼ
席簿」を作ることができます。

錦江湾に定住している？
グラフは調査開始から現在までの総識別個体
数と新規識別個体数の変化です。グラフをみる
と、調査開始時に多くの個体が記録され、その後、
新しく記録される個体は少しずつ減っています。
このことから、錦江湾で観察されているイルカ
のメンバーの間にはほとんど入れ替わりがない
ことが分かります。そのため、ミナミハンドウ
イルカは錦江湾に定住しているといえます。

真横から撮った写真の背びれを拡
大すると、背びれの傷が分かる

IK26 の背びれ。2014 年と 2021
年で大きな傷の形は変わっていな
い

総識別個体と新規識別個体の変化

新規識別個体数

総識別個体数



第
2
章	

　
錦
江
湾
（
鹿
児
島
湾
）
の
鯨
類
調
査

24　第 2章　錦江湾（鹿児島湾）の鯨類調査

年別の識別個体の発見状況（各年の出席簿）

1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023
IK96 ●
IK95 ●
IK94 ●
IK93 ●
IK92 ● ●
IK91 ● ● ● ●
IK90 ● ●
IK89 ● ● ● ● ●
IK88 ● ● ● ● ● ●
IK87 ● ● ● ● ●
IK86 ● ●
IK85 ● ● ● ● ● ●
IK84 ● ● ● ● ●
IK83 ● ● ● ● ● ● ● ●
IK82 ●
IK81 ●
IK80 ● ● ● ● ● ● ● ●
IK79 ● ● ● ● ● ● ● ●
IK78 ● ● ● ● ● ● ● ●
IK77 ● ● ● ● ● ●
IK76 ●
IK75 ●
IK74 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
IK73 ● ● ● ● ● ● ● ●
IK72 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
IK71 ● ● ● ● ●
IK70 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
IK69 ● ●
IK68 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
IK67 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
IK66 ● ● ● ● ● ● ● ●
IK65 ● ● ● ● ● ● ● ●
IK64 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
IK63 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
IK62 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
IK61 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
IK60 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
IK59 ● ● ● ● ●
IK58 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
IK57 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
IK56 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
IK55 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
IK54 ● ●
IK53 ● ● ● ●
IK52 ● ● ● ● ●
IK51 ● ● ●
IK50 ● ● ●
IK49 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
IK48 ● ● ● ● ●
IK47 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
IK46 ● ● ● ● ●
IK45 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
IK44 ● ● ● ● ●
IK43 ● ● ● ● ●
IK42 ● ● ●
IK41 ● ●
IK40 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
IK39 ● ● ● ●
IK38 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
IK37 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
IK36 ●
IK35 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
IK34 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
IK33 ● ● ● ● ●
IK32 ● ● ● ● ●
IK31 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
IK30 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
IK29 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
IK28 ● ● ● ● ● ● ● ●
IK26 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
IK25 ● ● ●
IK24 ● ● ●
IK23 ● ● ● ● ●
IK22 ● ● ● ● ● ● ● ●
IK21 ● ● ● ● ● ● ● ●
IK20 ● ● ● ● ● ● ●
IK19 ● ● ● ● ● ●
IK18 ● ● ● ● ● ● ● ●
IK17 ● ● ●
IK16 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
IK15 ● ● ● ● ● ●
IK14 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
IK13 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
IK12 ●
IK11 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ×
IK10 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
IK9 ● ● ● ● ● ● ●
IK8 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
IK7 ● ●
IK6 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ×
IK5 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
IK4 ●
IK3 ● ● ● ● ● ● ● ●
IK2 ● ● ● ● ● ● ●
IK1 ● ● ● ● ● ● ●

確認数 14 20 31 33 39 44 42 6 23 30 22 17 28 39 41 44 42 46 45 32 33 34 42

●：発見
●：調査開始から継続して発見
×：死亡確認
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寿命と繁殖期
出席簿を確認すると、調査を開始した1999年から2023年までずっと観察されている個体が3頭います。
IK5、IK10、IK13 です。この 3頭は少なくとも 25歳以上であることが分かります（P.22 の●の個体）。

錦江湾では、年に 1～ 7頭ほど生まれているようです。体の側面にあるシワは、お母さんのお腹の中に
赤ちゃんイルカが曲がった姿勢で入っているためにできるもので、在

ざいたい
胎痕
こん
といいます。

ミナミハンドウイルカの妊
にんしん
娠期間は約 1年間です。シワのある子どものイルカは 4～ 12月にかけて観

察されています。

子どものイルカの特徴
・生まれたばかりの体長は 80～ 110 cm、体重は 9～ 21 kg ほど
・吻

ふんさき
先にひげが生えていますが、数日で抜けます

・体の側面にシワ (在胎痕 ) がありますが、ほとんどの場合１～２カ月で消えます
・3年間ほどお母さんと一緒に過ごします

生まれたばかりの子どものイルカは体の横にシワがあります

お腹の中の胎
たいじ
児の様子

月ごとの在胎痕のある子どもの観察頭数（1999〜 2023年）
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錦江湾には２つのグループ
個体ごとの発見位置から、どの個体が錦江湾のどの海域をよく利用しているか知ることができます。こ
れにより、錦江湾には利用する海域がよく似た 2つのグループがあることが分かってきました。
円グラフの各個体の色は、地図でエリア分けしたA～ I のエリアの色と同じで、発見された海域の割
合を示しています。IK10、IK40、IK49 は赤の I のエリアによくいることが分かります。これに対して、
IK26、IK34、IK38 はいろいろな場所で発見され、湾奥部を中心によく移動しているということが分かり
ます。このように錦江湾のイルカには、赤の I エリアを中心に過ごしてあまり他の場所に移動しないグルー
プと湾奥部を大きく移動するグループがあることが分かってきました。

湾奥部を移動するグループ

海
かいがた
潟（I エリア）を中心に過ごすグループ

海潟
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ミナミハンドウイルカの移動について
錦江湾から大分県へ移動し、その後、錦江湾に帰ってきたミナミハンドウイルカがいることが 2012 年
に報告されています。2018年には錦江湾の2つのグループのうちひとつ（海潟を中心に過ごしているグルー
プ）が錦江湾内から姿を消してしまいました。２年後の2020年の夏、あるダイビングショップのホームペー
ジに南さつま市笠沙町でイルカと泳いだという記事があることを目にしました。現場に急行し、イルカの
写真を撮って確認すると、錦江湾にいたグループのうちの 12頭と分かりました。錦江湾を抜け出して笠沙
まで移動していたのです。その後すぐに笠沙からの情報はなくなり、笠沙にいたイルカたちは姿を消しま
した。情報がないまま 1年が過ぎましたが、2021 年の 9月に出

いず み
水郡長

ながしま
島町から最近イルカが居付いてい

るとの連絡をいただきました。現場に行くと、前年に笠沙でみられていた 12頭のうちの 9頭が長島で確
認されました。また、残りの３頭のうち2頭はこの年の6月に錦江湾に帰ってきたことが確認されています。
さらに、2022 年 8月の調査で撮った写真を確認すると、2年もの間、錦江湾を留守にして南さつま市
や長島に移動していた個体が湾内に戻ってきていました。錦江湾のミナミハンドウイルカが湾の外に出た
理由は分かりませんし、戻ってきた理由も分かりません。
他の地域のミナミハンドウイルカでは、熊本県天草市から石川県能登島へ移動した記録や、東京都御蔵
島から同じ伊豆諸島の利

とし ま
島や和歌山県田辺市に移動した記録があります。移動するイルカたちには何かし

ら理由があるのかもしれません。 
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ハンドウイルカ属鯨類の社会
ミナミハンドウイルカをはじめとしたハンドウイルカ属鯨類の社会についての研究は、アメリカのサラ
ソタ湾やオーストラリアのシャーク湾などで盛んにおこなわれています。それらによると、ハンドウイル
カ属鯨類は群れの構成メンバーが数時間から数日で変化する離

りごうしゅうさん
合集散（群れのメンバーが集まったり、離

れたりする）の社会をもっていることが報告されています。錦江湾のイルカたちも 2つのグループの構成
メンバーが日によって少しずつ違うことがあります。

オスの場合
成獣になったオスは、２頭または 3頭で長い間安定して一緒に過ごすようになります。これを同盟（ア
ライアンス）といいます。この 2～ 3頭はメスと交尾をするときに協力しているといわれています。

錦江湾の IK11 と IK13 は 2016 年から 2019年の間、同じ群れで並んで泳いでいる姿がよく観察されて
いました。IK11 はオスで、IK13 の性別は分かりませんが、この 2頭は同盟を組んでいた可能性があります。

メスの場合
メスは群れの中の他のほとんどのメスと関係性をもつ、ゆるくて広い交友関係をもっています。その中
でも特に一緒にいることが多い個体とはバンドと呼ばれるメスのグループを作ります。IK31、IK63、IK73
は同じ群れでみられることが多く、バンドではないかと考えています。

2016年 2017年 2018年 2019年

2017年と 2021年に並んで泳いでいる様子が確認されています

群れのメンバーが集まったり、離れたりを繰り返す

◯◯ IK11　◯◯ IK13
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何を食べているのか？
イルカの群れが岸に向かって猛スピードで魚を追いこんでいるという情報を、錦江湾で働くシーカヤッ
クのインストラクターや漁業者の方からよくいただきます。これまでの当館の調査でも、マダイやアオリ
イカ、サバ、アジ、イワシのなかまをくわえている様子が観察されています。しかし、イルカが食べてい
るものをより詳しく知るためには、食べている様子を観察するか、死んだイルカの胃の中を調べる必要が
あります。これまでに錦江湾で死亡したミナミハンドウイルカの胃の中を調査できたことは１回のみです。
ですが、その時は残念ながら、胃の中からは何も発見されませんでした。そのため、錦江湾のイルカが何
を食べているかは、まだはっきりとは分かっていません。錦江湾のイルカが何を食べているか知ることは、
今後の調査の大きな目標の一つです。ちなみに、東京の御蔵島は海の透明度が高いため、水中のイルカの
行動を観察することができます。そのため、実際に食べている様子が観察されていて、多くの種類の魚や
イカ・タコ類を食べていることが報告されています。

アオリイカを放り投げるミナミハンドウイルカ　2018年 8月 9日
垂水市（撮影：山本知里）

魚をくわえるミナミハンドウイルカ　2018年 8月 3日
垂水市（撮影：山本知里）

マダイをくわえるミナミハンドウイルカ
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死体を運ぶイルカ
2010 年 10月 15日、錦江湾で死体を運ぶミナミハンドウイルカが観察されました。一般の方からの「イ
ルカがお葬式をしているよ」というのが最初の情報でした。詳しく話を聞くと、死んだイルカのそばに数
頭のイルカと、近くにイルカの大きな群れがいたとのことでした。その後も複数の一般の方から情報があり、
現場に行ってみると、１頭のイルカが死んだ個体を北に向かって押しているようでした。最初の情報にあっ
た大きな群れは発見した時には見当たりませんでした。水中写真家の出羽慎一氏と合流して船で近づくと、
船から引き離すように死体を押していきます。また、20頭ほどの群れが現れたので、船を北から南へ移動
させると、北に向かって死体を押していた個体は死体を離して群れの後を追うように方向を変えて南下し
て消えていきました。その後も出羽氏は 16日と 17日にも死体を発見し、この個体を観察しました。出羽
氏によると、死体の周りには２頭のイルカがいて、１頭は死体に向かってペニスを出している様子も観察
されたようです。10月 17日午後５時 30分、死体はついに海岸に漂着し、周りには死体を押していた個
体もペニスを出していた別個体もいなくなっていました。漂着した個体は体長 242cmのミナミハンドウ
イルカのメスで、お腹に多くの斑点があったことから成獣と考えられます。死体を運ぶイルカの報告は多
くありますが、たいてい運ばれているのは子どものイルカです。死んだイルカの周りにいたイルカたちの
行動にはどんな意味があったのかずっと気になっています。

死んだイルカに向かってペニスを出している（撮影：出羽慎一）

死んだイルカに乗り上げる

死体に下あごを乗せる（撮影：出羽慎一）
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1．発見情報から分かること
当館では一般の方からも海棲ほ乳類の発見情
報を集めています。2023 年 12月 31日までに
2153 件の発見情報をいただいています。この
うち約 88％に当たる 1901 件が錦江湾内から
の情報です。それほど錦江湾はイルカを観察し
やすい場所といえます。
当館が情報を集めていることが周知されてき
ているためか、年々発見情報は増えています。
種不明の情報が約４割を占めますが、スナメリ
やマッコウクジラ、ゴマフアザラシなど、当館
の錦江湾内の調査では確認されていないような
有益な情報が多数寄せられています。

発見された種
これまで発見情報があった種は、ザトウクジ
ラ、マッコウクジラ、ハンドウイルカ、ミナミ
ハンドウイルカ、ハセイルカ、スナメリ、ゴマ
フアザラシの 7種です。当館の調査では錦江湾
内で発見されていない種も報告されています。
最も発見情報が多いのはミナミハンドウイルカ
で 1386 件です。岸の近くを泳ぐことが多いこ
とから、一般の方でもみつけやすいのかもしれ
ません。

海のほ乳類の発見情報第3章

年別の発見情報の件数

2004年 8月 14日　鹿児島市喜入沖マッコウクジラの群れ
（撮影：MBC南日本放送）

2023年 6月 17日　鹿児島市喜
きいれ
入沖マッコウクジラ（撮影：射手園芽）
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海上保安庁からの情報
当館では、海上保安庁から海で働く方に向けて提供されている「海の安全情報の緊急情報配信サービス」
を受信しています。このサービスでは、気象警報や注意報など、さまざまな海の情報が配信されていて、
鹿児島近海に出現した鯨類の情報も船の安全のために提供されています。当館で受信を開始した 2014 年
７月から 2023年 12月 31日の間に２11件の鯨類の発見情報がありました。

海上保安庁のデータから種まで分かることはほ
とんどありませんが、12月から４月にかけて鹿児
島近海で鯨類の発見情報が多くなっていることが
分かります。これは、冬に北の海から奄美群島や
沖縄に向かうザトウクジラの動向を表しているの
かもしれません。

発見情報から分かるミナミハンドウイルカの出現動向

2011 年 4月 18日　霧島市福山沖ザトウクジラ
（撮影：鹿児島海上保安部）

海上保安庁からの鯨類発見報告の件数
（2014〜 2023年）

月ごとのミナミハンドウイルカの発見件数
（1999〜 2023年）

ミナミハンドウイルカの発見時刻
（1999〜 2023年）

左上のグラフは湾内でミナミハンドウイルカ
の発見情報があった月と件数を表しています。
１月から１２月まで錦江湾内では１年中ミナミ
ハンドウイルカが発見されていることが分かり
ます。
左下のグラフは湾内でミナミハンドウイルカ
が発見された時刻と件数を表しています。発見
された時刻は 11時がピークで、日中であれば
いつでもイルカが発見されていることが分かり
ます。11 時に発見が多いのは、イルカがその
時間に多くいるというよりは、人間が一番活動
しているなどといった観察する側の理由が大き
いとも考えられます。
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２．イルカがよくみられる場所
では、どこに行けばイルカに会えるのでしょうか。錦江湾でイルカの発見が多い場所を紹介します。

発見ポイント第１位　　　　垂
たるみず
水市牛

うしね
根（道の駅たるみず湯っ足り館）672件

「道の駅たるみず湯っ足り館」のレストランでは、
「イルカのみられるレストラン」として、イルカが
発見された日を記録に残しており、そのデータは当
館に提供していただいています。運がよければ、足
湯に入ったり食事をしたりしながら、イルカが泳ぐ
様子をみることができます。

 

このグラフは「道の駅たるみず」でイルカがみられた月と件数を示しています。グラフから、「道の駅た
るみず」では、夏場よりも冬から春にかけての観察例が多くなっていることが分かります。なぜイルカが
この場所を冬に利用することが多いのかは不明ですが、これからもこの観察を続けることで分かることが
あるかもしれません。

イルカ発見カレンダー

道の駅たるみず内のレストラン 道の駅たるみずの足湯

「道の駅たるみず」の月ごとの発見件数（2015〜 2023年）
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発見ポイント第２位　　　　垂水市海潟 213件
桜島の大正大噴火で桜島と大隅半島が繋がった
場所の南側で、桜島から垂水市街へ向かう早崎大
橋から海潟漁港までのエリアです。早崎大橋の下
の生簀を留めるためのブイの周りを泳いでいると
ころを多く発見されています。この辺りは「身

しんたい
代

湾
わん
」と呼ばれていて、2019 年までは行けばかな

りの確率でイルカを発見できるエリアであったこ
とから、「安心と信頼の身代湾」と呼んでいました。

発見ポイント第３位　　　鹿児島市街　152件
鹿児島市内の祗

ぎ お ん の す
園之洲や鴨池港、谷山港でも目

撃情報はありますが、特に多いのは鹿児島港本港
区の北

きたふとう
埠頭周辺です。鹿児島港では港の中にイル

カが入ってくることがよくあります。桜島フェリー
の航路上でもあるため、フェリーの中から観察で
きることがあります。また、当館の目の前の港か
らイルカが観察されることもあります。

発見ポイントの変化
以前は高い確率でイルカが発見されていた国道
10 号線沿いの鹿児島市から姶

あ い ら
良市に抜ける部分

でしたが、近年は発見情報が少なくなっています。
なぜ、この場所でイルカがあまりみられなくなっ
たのか理由は分かりませんが、イルカの行動が変
わってこの場所にイルカが来なくなった可能性が
あります。

年別の国道 10号線沿いの発見情報件数
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３．野生のイルカを探しに行こう
イルカのみつけ方
イルカたちは私たち人間と同じように空気を吸って肺で呼吸をしています。そのため、水中に潜ってい
ても１～５分に１回は必ず水面に上がって呼吸をします。その時に背びれが水面に出るため、イルカをみ
つけるチャンスです。イルカがよくみられている場所に着いたら、５分ほどその場所で観察を続けましょう。
また、海鳥がたくさんいる場所にはイルカもいることがあるので、海鳥の群れをみかけたら水面も観察し
てみましょう。
屋外で長時間観察するので、その日の天候に合わせた服装を選びましょう。例えば、夏は帽子、日焼け止め、
熱中症にならないように水などの準備も必要です。冬は防寒着や手袋などの装備があった方が良いでしょ
う。光の反射や波の影響で観察しづらい時にはサングラスや双眼鏡があると便利です。また、カメラがあ
ると種の判定や記録に役立ちます。海には立入禁止区域や危険な場所もあるため、ルールやマナーを守っ
て安全にイルカウォッチングを楽しみましょう。

求む！イルカ発見情報！
左の図は錦江湾でよくイルカがみられる場所を示し
た地図です。この地図をみると湾内のいろいろな場所
でイルカをみることができることがわかります。この
地図は、一般の方々に加えて、海上保安庁や漁業関連
の方々、イルカウォッチングを仕事にされている方な
ど、たくさんの人たちの協力によってできています。
みなさんの力もぜひ貸してください。
発見の日時
　　　場所
　　　天候
　　　頭数（多くて〇〇頭、少なくて〇〇頭）
　　　その他（子どもがいた等）
　　　写真
をメールで送ってください。
連絡先：tenji201@ioworld.jp

鳥山とイルカ

錦江湾でイルカがみられる場所
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1．ストランディングとは
海棲ほ乳類が、生きたまま海岸に打ち上がったり（座礁）、死んで海を漂ったり（漂流）、海岸に流れ着
いたり（漂着）することをストランディングといいます。漁師さんの漁具（網など）に入ること（混獲）、
川や港などもともとすんでいる場所ではないところに迷い込むこと（迷

めいにゅう
入）もストランディングに含める

ことが多いため、この本では混獲と迷入もストランディングとして扱いました。

2．鯨類が海岸に打ち上がる理由
なぜ、生きたイルカやクジラが海岸に打ち上がるのか理由はまだはっきりとはわかっていませんが、さ
まざまな仮説が立てられています。
①　地磁気の乱れ
②　遠浅の海でエコーロケーションが乱されて
③　えさ生物を追いかけて
④　外敵に追われて
⑤　耳などにいる寄生虫の影響
⑥　潜水艦の影響など

海岸に打ち上がる（座礁・漂着）

サメの歯型がついたシワハイルカ

漁具（網）に入る（混獲）

遠浅の砂浜に上がったマッコウクジラ

川や港など本来の生息地以外の場所でみつ
かる（迷入）

死後かなりの時間がたったもの

ストランディング調査第4章
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3．かごしま水族館のストランディング調査
調査の目的
イルカやクジラは海にすんでいて、その姿を常時観察することはとても困難です。そのためイルカやク
ジラの生態について分かっていることは多くありません。イルカが打ち上がって死んでしまうことは残念
なことですが、ストランディングした個体を調べることは、イルカやクジラのことを知る貴重な機会なの
です。

調査方法
1）情報を集める
当館には一般の方や地方自治体の方、海で働くみなさんから「砂浜にイルカが打ち上がっています」と
連絡をいただくことがあります。連絡を受けたら、打ち上がっている個体の大きさや場所などの情報をで
きるだけ詳しく集めます。また、この本では、これま
でストランディングが記録されてきた文献や国立科学
博物館のホームページで公開されている「海棲哺乳類
ストランディングデータベース」などを利用して、鹿
児島県内でのストランディングの情報をまとめました。

２）道具を準備しておき、可能な限り現場へ
ストランディングの情報が入ったら、可能な限り現
場に向かいます。現場に迅

じんそく
速に向かうために、対応す

るための道具を一式そろえて準備しています。

３）現場対応
ストランディング時に当館では、国立科学博物館を
はじめ、長崎大学、宮崎大学、愛媛大学など他の研究
機関とも協力して調査を進めています。

現場では個体の生死を確認し、写真を撮ります。個
体が生きている場合は、海に帰す方法を考えます。死
んでいた場合は、プロポーション測定をした後、解剖、
脂皮（イルカ・クジラの体表の下にある厚い脂肪の層）
や筋肉などのサンプルの採取をし、可能であれば標本
用の骨格なども採取します。

メジャー、解剖道具、ビニール袋、記録用紙など

解剖の様子



第
４
章　
ス
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査

38　第４章　ストランディング調査

4．もしストランディングをみつけたら
生きているイルカ・クジラが打ち上がっている！

自分の安全を第一に！
海岸に打ち上がったイルカ・クジラを海に戻すことは簡単
なことではありません。イルカ・クジラは体の大きな生きも
のです。生きているときは突然動いたり、波で思わぬ動きを
したりします。そのため、助けたい気持ちに任せて近づかず、
まずは近づいても大丈夫か確認しましょう。一番大事なこと
は、自分の安全を確保することです。

助けを呼ぼう、連絡しよう
1 人よりもたくさんの人で対応した方がイルカ・クジラの
助かる確率も、人の安全も高まります。近くの人と協力して
対応しましょう。打ち上がった場所の自治体や警察、水族館
などにも連絡しましょう。

イルカ・クジラの呼吸を確保しよう
イルカ・クジラを助ける時に一番大事なことは、呼吸を確
保することです。イルカ・クジラの鼻（呼吸孔）は頭の上に
あります。この呼吸孔が水に浸かっていないか、何かでふさ
がっていないかを確認して、呼吸ができるようにしましょう。

乾燥しないように
イルカ・クジラの皮膚は長い時間水から上げられ乾燥する
と、火傷したような状態になります。それを防ぐために、ぬ
れたタオルをかけたり、水をかけ続けたりしましょう。

海に帰す
人力で海に帰すことができても、またすぐに砂浜に戻ってき
てしまうことが多くあります。もし、自治体や警察と連絡が
取れていれば、船による救助を要請しましょう。船で沖まで
運んで放すと戻ってくる確率が下がります。船の手配が無理
な場合は、満潮時に海に戻れるよう、穴を掘る、足の届く範
囲で沖に連れて行ってから放すなどの対応が必要です。

イルカの鼻（呼吸孔）
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まずは安全確保
みただけでは、イルカ・クジラがなぜ死んで打ち上がった
か分かりません。もしかしたら人間にもうつる病気にかかっ
て死んだのかもしれません。むやみやたらに死体に触らない
ようにしましょう。また近くの人と協力して対応しましょう。
また、打ち上がった場所の自治体や警察、水族館へ連絡をし
ましょう。

写真を撮ろう
浜に打ち上がったイルカ・クジラは満潮の時に浮かび上がっ
て流されてしまうかもしれません。流されてしまった場合は、
種類や性別、大きさを知ることができなくなります。全身と
特徴的な部分やお腹側（性別を知ることができる可能性があ
ります）の写真を撮影して記録を残しましょう。

調査します
海にいるイルカ・クジラたちのことを知る上で、浜に打ち
上がった死体を調査することはとても重要です。みなさんか
ら連絡をいただいたら、可能な限り現場に行き調査をおこな
います。種類や性別の判断、体長などのプロポーション測定、
解剖をおこないます。

穴を掘って埋めます
調査が終わったら対応する自治体の判断によって、現場や
その近くに穴を掘って死体を埋めることがあります。埋めた
場所に目印をつけておき、数年後掘り出すと骨格標本をつく
ることもできます。貴重な標本になる場合は、死体を埋めず
に博物館などにそのまま搬送することもあります。

死んだイルカ・クジラを発見
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5．ストランディングの件数
当館の調査によって、2023 年 12月３1日までの間に鹿児島県内で 359件（鯨類は 348件）の海棲ほ
乳類のストランディングが記録されていることが分かりました。多い年で 1年間に 25 件も発生した記録
があります。季節的には冬から春にかけて多く発生しています。

年別のストランディング発生件数

月別のストランディング発生件数
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鹿児島にストランディングした種
これまでに鹿児島県内で 30 種
1073 頭の海棲ほ乳類のストランディ
ングが確認されています。そのうちイ
ルカ・クジラのなかま（鯨類）は 7科
27種、アシカ・アザラシのなかま（鰭
脚類）は 2科 3 種が記録されていま
す。その中でストランディング件数が
多いのはミンククジラで、これまでに
50 件も発生しています。次いでオガ
ワコマッコウが 30 件、ハナゴンドウ
が 23 件、マッコウクジラが 23 件記
録されています。この他にもサラワク
イルカやシャチなどさまざまな種が打
ち上がっています。

ストランディングの多い地域
県本土の地方公共団体では、南さつま市、薩摩川内市、
日
ひお き
置市など東シナ海側に面した地域が多く、離島では種

子島、奄美大島でも非常に多く発生しています。
県内で起こったストランディングの 39％は県本土の東
シナ海側で起きていて、奄美大島などが含まれる奄美群
島が全体の 19％、種子島・屋久島などが含まれる大隅諸
島が 18％、錦江湾が 16％と続きます。県本土の太平洋
側での記録が６％と少ないのは季節風や人口の比率、砂
浜の面積の差が影響していると考えられます。

種別のストランディング発生件数（1902〜 2023年）

地理院地図（電子国土Web）を加工して作成
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6．ストランディングした種
セミクジラ

 

学名：Eubalaena japonica
英名：North Pacific right whale
分類：セミクジラ科セミクジラ属
体長：約 16 m
鹿児島での記録：2件 2頭　奄美大島、与路島

最大で体長 18 m、体重 90 t 程に成長する大型のヒゲクジラ類です。背びれのない背中の曲線が美しい
ことが和名の由来とされています。頭部にはクジラジラミやフジツボなどが付着したこぶがたくさんあり、
ボンネットと呼ばれます。夏場は高緯度の海域でえさを食べ、冬場は低緯度の海域で繁殖する季節的な回
遊をおこないます。カイアシ類やオキアミ類などの動物プランクトンをえさにしていて、口を開けたまま
泳いで捕食します。以前は捕鯨の対象種であり、鹿児島でも奄美大島で捕獲された記録がありますが、現
在は捕獲されていません。
鹿児島県内でのストランディング記録は奄美群島から 2例のみ記録されていて、鹿児島での出現は稀で
あると考えられます。

2014年 1月 28日　奄美大島宮古崎沖
（撮影：興　克樹）
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ミンククジラ

学名：Balaenoptera acutorostrata 
英名：common minke whale
分類：ナガスクジラ科ナガスクジラ属
体長：オス 7.5m メス 8.0m
鹿児島県での記録：50件 51頭　南さつま市、垂水市など

ナガスクジラ科の最小種で、他の種にくらべて体型がずんぐりとしています。世界中の海に分布してい
ます。南極海の個体群はかつてミンククジラと同種とされていましたが、現在は遺伝子解析の結果から別
の種（クロミンククジラB. bonaerensis）として扱われています。ミンククジラの胸びれには特徴的な白
い帯が斜めにありますが、クロミンククジラの胸びれにはありません。陸上動物のミンクとは関係がなく、
ノルウェー語の「minkehval」（マインケのクジラ）に由来しており、クジラ獲りのマインケがシロナガス
クジラと見誤ったことからついたという説があります。日本では、かつてはコイワシクジラと呼ばれてい
ましたが、現在はミンククジラという標準和名が使われています。個体数はヒゲクジラ類の中ではもっと
も多いといわれていますが、死亡率は高く、その原因はシャチの攻撃にあるとも考えられています。鹿児
島でのストランディング記録のほとんどは混獲による記録です。

2018年 4月 8日　屋久島（撮影：原崎　森） 2021年 2月 8日　阿久根市（幼獣）
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シロナガスクジラ

 

学名：Balaenoptera musculus
英名：blue whale
分類：ナガスクジラ科ナガスクジラ属
体長：約 25 m
鹿児島県での記録：１件 1頭　請

うけじま
島

最大体長 33.6 mの記録がある現在地球上にいる中で最大の動物です。寿命は 80年以上といわれていま
す。主にオキアミ類をえさにしていて、一日に 3600 kg ほどの大量のえさを食べます。世界中の海に分布
していて、季節によって大きく回遊します。大きな鳴音で他の個体とコミュニケーションを取り、鳴き声
は数百 km先まで届きます。なお、本種は現在生息する地域によって 4つの亜種に分けられています。か
つては重要な捕鯨の対象種で、鹿児島でも上甑島や奄美大島で捕獲された記録がありますが、現在は捕獲
されていません。
鹿児島県内でのストランディング記録は、100年以上前に奄美群島の請島に漂着した記録のみが確認さ
れました。近年では鹿児島を含む日本近海ではシロナガスクジラはほとんどみられません。
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ナガスクジラ

 

学名：Balaenoptera physalus
英名：fin whale
分類：ナガスクジラ科ナガスクジラ属
体長：約 20 m
鹿児島県での記録：2件 2頭　南さつま市

最大体長約 27 mになるシロナガスクジラの次に大きな鯨類で、寿命は 80年以上といわれています。世
界中の海に分布し、夏に高緯度の海域でえさを食べ、冬に低緯度の海域で繁殖する大きな回遊をおこない
ます。主にオキアミ類をえさとしていて、プランクトンや群れる魚、イカも食べます。時速約 37 kmの高
速で泳ぎ、突進して捕食する生態が知られています。以前は重要な捕鯨の対象種となっていて、鹿児島で
も南さつま市笠沙や甑島列島、奄美大島で捕獲されていましたが、現在は捕獲されていません。
鹿児島県内でのストランディング記録は、50年以上前に南さつま市の定置網で混獲された記録が 2件あ
りますが、近年は確認されていません。
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ザトウクジラ

学名：Megaptera novaeangliae
英名：humpback whale
分類：ナガスクジラ科ザトウクジラ属
体長：約 15 m
鹿児島県での記録：16件 16頭　南さつま市、枕崎市、奄美大島など

属名の「Megaptera」は「大きな翼」という意味で、体の 3分の 1にもなる長くて大きな胸びれが由来
といわれています。胸びれの前の縁にはいくつものこぶがあり、水の抵抗をやわらげて動きやすくしたり、
周りを感知しやすくしたりするなどの意味があると考えられています。世界中の海に分布し、基本的には
冬季は低緯度の繁殖場、夏季は高緯度の採食場と数千㎞もの距離を回遊しています。赤道を越えて移動す
ることはなく、繁殖周期も 6か月ずれるため、北半球と南半球のザトウクジラが混じりあうことはありま
せん。冬から春にかけての繁殖期には鹿児島の海域にやってくるようで、奄美群島は繁殖地として知られ
ています。錦江湾で目撃されたこともあり、県内各地でストランディングが記録されています。

2015年 1月 10日　南さつま市　 2017年 2月 7日　枕崎市
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マッコウクジラ

学名：Physeter macrocephalus 
英名：sperm whale
分類：マッコウクジラ科マッコウクジラ属
体長：オス 16m　メス 11m
鹿児島県での記録：23件 70頭　南さつま市、種子島など

ハクジラ類の中では最大の種です。オスはメスにくらべてかなり大きく、大人のオスの体重は 50トン近
くにもなります。種小名の「macrocephalus」は「大きな頭」という意味で、頭が体の 3分の 1を占めます。
世界中の海に分布し、発達した社会構造をもっています。長く、かつ深く潜水できる種で、１時間以上、
１000 m以上の深さまで潜ることができ、深海にいるイカなどを食べています。2002 年、南さつま市の
海岸に 14頭のマッコウクジラが生きたまま座礁しました。悪天候の中、1頭を海に返すことに成功しまし
たが、残る 13頭は助かりませんでした。調査によってこの 14頭は比較的若いオスということが分かって
います。2017年にも南さつま市に 6頭のマッコウクジラが座礁しましたが、やはりすべてオスでした。

2017年 3月 11日　南さつま市 2019年 2月 21日　南さつま市
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コマッコウ

学名：Kogia breviceps
英名：pygmy sperm shale
分類：コマッコウ科コマッコウ属
体長：最大 3.8 m
鹿児島県での記録：16件 17頭　薩摩川内市、南さつま市など

種小名の「breviceps」は「小さな頭」という意味です。頭は四角く、目の後ろには魚のえら孔
あな
のような

模様があります。世界中の熱帯から温帯の海に分布しています。オガワコマッコウに似ていますが、オガ
ワコマッコウよりも大きく、がっしりとした体つきをしています。そのわりに背びれが小さいことが特徴で、
背びれの高さは体長の 5％以下です。背びれの位置は吻端から 3分の 2とかなり後方にあることでも、オ
ガワコマッコウと見分けることができます。上あごに歯はなく、下あごに小さな歯が生えていて、主にイ
カ、その他には魚や小エビなどを食べています。水面でじっとしていることが多く、この行動は「ロギング」
と呼ばれています。驚くと、肛門から便を大量に放出して煙

えんまく
幕を作り、敵の目をくらますことがあります。

2010年 8月 25日　南さつま市 2011年 6月 13日　薩摩川内市
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オガワコマッコウ

学名：Kogia sima
英名：dwarf sperm whale
分類：コマッコウ科コマッコウ属
体長：最大 2.7 m
鹿児島県での記録：30件 35頭　南さつま市、屋久島など

和名の「オガワ」は日本の鯨類学者の小川鼎
ていぞう
三博士にちなんでいます。世界中の熱帯から温帯の海に分

布しています。体形や体色がコマッコウとよく似ていますが、コマッコウよりも体長が小さく、背びれが
体の中央にあること、吻端から鼻孔までの長さが体長の 10％以下であることで見分けることができます。
また、背びれの高さは体長の 5％以上と体のわりに大きいことも特徴です。目の後ろにはコマッコウと同様
に魚のえら孔のような模様があります。両種とも、マッコウクジラのものに似た小さな脳

のう ゆ
油器官をもって

います。身の危険を感じた時には、便を大量に放出して、その煙幕の中に身をかくすといわれています。

2002年 9月 18日　屋久島 2015年 1月 7日　南さつま市
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タイヘイヨウアカボウモドキ

学名：Indopacetus pacificus
英名：Longman's beaked whale
分類：アカボウクジラ科タイヘイヨウアカボウモドキ属
体長：6 m
鹿児島県での記録：1件 1頭　薩摩川内市

2002年に鹿児島県でストランディングするまで、世界中の誰もが姿かたちを知らない謎につつまれたク
ジラでした。その時までに知られていたのは、オーストラリアとソマリアで発見された頭の骨だけで、図
鑑には全身が点線で描かれていたり、作者の想像で描かれていたりしたのです。このストランディングで
初めてタイヘイヨウアカボウモドキの姿かたちが分かりました。のど元にあるＶ字型の溝や切れ込みのな
い尾びれはアカボウクジラ科の特徴です。ストランディング個体の胃の中からは頭足類の顎

がくばん
板（カラスト

ンビ）やアニサキスと思われる線虫、プラスチック片などがみつかりました。この個体は体長 6.48m、メ
スの高齢個体と考えられ、下あごの先に破損がありますが、世界で初めての完全な全身骨格標本となり、
現在も当館で展示されています。本種はインド洋と太平洋の熱帯から亜熱帯の海域に分布し、日本では鹿
児島の他に北海道、高知県、沖縄県でストランディングの記録があります。

2002年 7月 26日　薩摩川内市
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コブハクジラ

学名：Mesoplodon densirostris
英名：Blainville's beaked whale
分類：アカボウクジラ科オウギハクジラ属
体長：4.5 m
鹿児島県での記録：5件 6頭　南さつま市、奄美大島、種子島

頭部のメロンは平らでほとんど目立たず、比較的細長い体形です。コブハクジラは下あごがアーチ状に
盛り上がっていて、大人のオスではこの盛り上がったところの前側に左右 1本ずつ歯が生えています。歯
にはたいていフジツボが着いていて、歯よりもフジツボが目立っていることがよくあります。上あごの骨
はとても密度が高く、「密なくちばし」を語源とする「densirostris」が種小名としてつけられました。同
種のオス同士が争う際に、この骨密度の高さによって防御効果が高まると考えられています。世界の熱帯
から温帯に広く分布し、アカボウクジラ科の中では分布域が広い種です。動作はゆっくりしていて、水面
にいることは多くありません。主にかなり深いところでイカや小型の深海魚を食べていると考えられてい
ます。

2005年 4月 22日　南さつま市
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イチョウハクジラ

学名：Mesoplodon ginkgodens
英名：ginkgo-toothed beaked whale
分類：アカボウクジラ科オウギハクジラ属
体長：5ｍ
鹿児島県での記録：3件 3頭　南さつま市、種子島など

インド洋と太平洋の熱帯から温帯に分布しています。成熟したオスには、下あごの中央の湾
わんきょく
曲している

頂点に特徴的な歯があります。種小名、英名、和名はその歯がイチョウ「ginkgo」の葉に似ていることが
由来です。歯茎から上に出ているのは、歯の先端のわずかな部分のみです。イカを食べていると考えられ
ています。のどにはアカボウクジラ科特有のV字の溝があり、尾びれの後ろの縁には切れ込みがないか、あっ
てもごく浅いものです。背びれは鎌型で小さく、吻端から 3分の 2の位置にあります。

2018年 5月 24日　種子島 2010年 9月 9日　南さつま市
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アカボウクジラ

学名：Ziphius cavirostris
英名：Cuvier's beaked whale
分類：アカボウクジラ科アカボウクジラ属
体長：5～ 7 m
鹿児島県での記録：2件 3頭　阿久根市、薩摩川内市

吻が短く、ガチョウにも似ているため、英名では「goose-beaked whale」とも呼ばれています。大人
のオスには下あごの先端に 1対の小さな歯が生えていますが、フジツボに覆われていてみえないこともあ
ります。オスは年齢とともに頭部の色が白っぽくなります。成熟個体は目の周りに三日月の模様があります。
極地を除くすべての海の広範囲に分布しています。鹿児島県では薩摩川内市で 2010 年に親子と思われる
2頭のストランディングがありました。体長は 5mと 3mでした。住民の方々が救助活動を試み、子と思
われる個体を放流しました。しかし、残念ながら翌日死亡して再漂着しているのが発見され、長崎大学と
当館で解剖検査をおこないました。親と思われる個体は再漂着を繰り返しましたが、姿を消しました。

2000年 1月２８日　阿久根市
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2022年 4月 17日　指宿市 2015年 2月 19日　鹿児島市

ハセイルカ

学名：Delphinus sp．
英名：なし
分類：マイルカ科マイルカ属
体長：2.5 m
鹿児島県での記録：14件 14頭　鹿児島市、指宿市など

マイルカに似ていますが、マイルカよりも体が大きく、吻が長いのが特徴です。目から胸びれにかけて
伸びる筋模様がマイルカより太く濃いことでも見分けられます。脇

わきばら
腹にはマイルカにはない暗い筋がある

ことも多いようです。体側には、色が交差した砂時計のような模様があります。しかし、ハセイルカは分
類学的に混乱しており、1994 年にマイルカと別種のDelphinus capensis として区別されたものの、現
在ハセイルカに適用する学名は決まっておらず、正確な分布域などは不明です。なお、2016年からIUCN（国
際自然保護連合）のレッドリストではD. capensis を再びマイルカ（D. delphis）に含めて同一種として扱っ
ています。船からの調査では、錦江湾の喜入沖から湾口部にかけての比較的沖合で数百頭規模の大きな群
れを発見することがあります。活発的な種で、水面からジャンプしたり、船によってできる波に乗ったり
することもあります。ストランディングも鹿児島市や指宿市で確認されていて、尾びれに船のスクリュー
によってできたと思われる傷が見られた個体や、ロープが絡

から
んでいた個体もいました。

マイルカ
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ユメゴンドウ

学名：Feresa attenuata
英名：pygmy killer whale
分類：マイルカ科ユメゴンドウ属
体長：2.5 m
鹿児島県での記録：3件 9頭　志

し ぶ し
布志市、種子島、奄美大島

ユメゴンドウが新種として報告されたのは 1874 年ですが、1954 年に日本で再発見されるまでは大英
博物館に頭骨標本が 2つあるのみで、100年近く再び発見されることはなく、謎につつまれたクジラでし
た。本当にいるのかさえ分からず、幻のクジラとされていたことから「ユメゴンドウ」と名づけられました。
世界中の熱帯から亜熱帯の海に分布しています。英名の「pygmy killer whale」は小さいシャチという意
味で、体の特徴がシャチに似ていることからつけられましたが、実際にはカズハゴンドウとよく間違えら
れる種です。頭部がややとがり気味なカズハゴンドウに比べ、ユメゴンドウは丸いのが特徴です。水面で
の行動はあまり活発ではありませんが、水面から顔を突き出すスパイホップはよくおこないます。体は小
さいものの、自分より小さな他の種のイルカを襲って食べることが知られています。

2022年 4月 2日　種子島
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コビレゴンドウ

学名：Globicephala macrorhynchus
英名：short-finned pilot whale
分類：マイルカ科ゴンドウクジラ属
体長：3.5 ～ 6.5 m
鹿児島県での記録：6件 7頭　南さつま市、奄美大島

ヒレナガゴンドウ（G. melas：日本には分布しない）と似ていますが、胸びれの形や長さに違いがあり、
コビレゴンドウは英名の「short-finned pilot whale」のように胸びれが比較的短いことが特徴です。オス
とメスは体の大きさにかなり違いがみられ、オスの体はメスに比べて大きく、メロンが大きく張り出して
います。背びれもオスの方が大きく、先端が鋭く曲がっています。世界中の熱帯から温帯の海に分布して
います。2022年、奄美大島の龍

たつごうちょう
郷町でコビレゴンドウのストランディングがありました。救助活動中に海

中で出産したと思われ、新生仔は発見後に浜に打ち上げられて死亡しました。親の救助活動も続けられま
したが、次第に衰弱し、残念ながら死亡が確認されました。親の体長は 3.51 m、子の体長は 1.45 m（メス）
でした。

2023年 2月 1日　南さつま市（メス）　 2023年 2月 2日　南さつま市（オス）
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ハナゴンドウ

学名：Grampus griseus
英名：Risso's dolphin
分類：マイルカ科ハナゴンドウ属
体長：3 m
鹿児島県での記録：27件 28頭　南さつま市、薩摩川内市など

種小名の「griseus」は「灰色」という意味で、体色が灰色であることに由来しています。頭部は四角く、
くちばしはありません。世界中の熱帯から温帯の海に広く分布しています。生まれたばかりの子は明るい
灰色ですが、成長するにつれて白いひっかき傷などが増えて、たくさんの傷や斑点のために白一色にみえ
ることもあります。この特徴ある体形と傷により簡単にハナゴンドウを見分けることができます。上あご
に歯はなく、下あごの先に数少ない歯が生えていて、主にイカを食べています。体に多くの傷があるのは、
同種同士のケンカや遊びの他、イカとの格

かくとう
闘によるものと考えられています。船に近寄ってくることはめっ

たにありませんが、ジャンプやブリーチング、スパイホップなど、さまざまな行動をおこないます。

2010年 7月 23日　阿久根市 2017年 5月 5日　南さつま市
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サラワクイルカ

学名：Lagenodelphis hosei
英名：Fraser's dolphin
分類：マイルカ科サラワクイルカ属
体長：2.4 ｍ
鹿児島県での記録：6件 6頭　種子島、奄美大島、加計呂麻島

頭部から肛門にかけての 1本の暗灰色のすじ模様があることが特徴的なイルカです。このすじ模様は成
熟したオスで顕

けんちょ
著にあらわれます。背びれの形が雌雄で異なり、オスは三角形、メスは鎌

かま
のような形状を

しています。世界中の暖かい海に分布している外洋性のイルカで、日本周辺では宮城県石巻以南の太平洋
各地で散

さんぱつてき
発的に記録されています。和名の「サラワク」は本種がマレーシアのボルネオ島サラワク州から

得られた頭骨と骨格に基づいて記載されたことに由来しています。数十頭から数百頭の規模の群れをつく
り、時には他の鯨類と群れを形成することもあります。
鹿児島県では６件のストランディングが記録されています。いずれも大隅諸島や奄美群島といった島

とうしょいき
嶼域

での記録で、鹿児島県本土での記録はありません。

2018年 12月 27日　種子島
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シャチ

 

学名：Orcinus orca
英名：killer whale
分類：マイルカ科シャチ属
体長：オス 8 ｍ　メス 6 ｍ
鹿児島県での記録：2件 2頭　日置市、屋久島

大きな背びれが特徴的で、オスの背びれは最大 1.8 ｍほどの高さになります。体長はオスで最大 9 ｍほ
どになり、マイルカ科の中で最大の種です。体色は黒と白ではっきり分かれており、目の周りが白いこと
も特徴的です。分布域は熱帯域から極海まで広範囲に及び、世界で最も分布域が広い海棲ほ乳類として知
られています。分布域によって食性、形態、遺伝的に異なるグループがいくつか確認されており、亜種な
いしは異なる種ではないかとも考えられています。3頭から 50頭の群れを形成し、イルカやアザラシ、海
鳥、ウミガメ、魚を捕食し、時には自身よりも大きなクジラを群れで襲

おそ
うこともあります。

鹿児島県では 2件のストランディング記録があります。日置市の吹上浜での事例では生きたまま打ち上
がるライブストランディングでしたが、天候が悪く海が荒れていて、思うように調査ができず、翌日には
流失してその後の消息は不明です。

2017年 3月 5日　屋久島　 2021年 12月 26日　日置市
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2021年 3月 4日　種子島 2001年 3月 10日　種子島

カズハゴンドウ

学名：Peponocephala electra
英名：melon-headed whale
分類：マイルカ科カズハゴンドウ属
体長：2.5 ｍ
鹿児島県での記録：7件 178頭　南さつま市、種子島など

頭部の前
ぜんえん
端がとがっており、上や下からみると三角形をしています。ユメゴンドウによく似ていますが、

胸びれの先端がとがっていることで識別することができます。体色は暗灰色で、背びれ周辺にはより濃い
黒色のケープ模様があります。和名の「カズハ」は歯の数が多いことに由来します。世界中の熱帯から亜
熱帯にかけての外洋域に分布しています。群れる習性が強く、数十頭から数百頭の群れをつくり、時には
2000頭以上の群れをつくることもあります。そのため、集団でのストランディング（これをマスストラン
ディングと呼びます）がしばしば発生し、日本で最もマスストランディングをする鯨類として知られてい
ます。
鹿児島県では 7件のストランディングが記録されていますが、中でも 2001年の種子島では 171頭の大
規模なストランディングが発生しており、種子島の地元住民、中種子町職員、サーファーなどが救助活動
をおこない、126頭を海へ返しました。
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オキゴンドウ

 

学名：Pseudorca crassidens
英名：false killer whale
分類：マイルカ科オキゴンドウ属
体長：4～ 5 m
鹿児島県での記録：9件 9頭　南さつま市、奄美大島など

上
じょうがく
顎が下

かが く
顎よりかなり前に突きでており、S字型の胸びれが特徴的な種です。頭部を含め全身が細長く、

野菜のキュウリに似ていることから「キュウリゴンドウ」と呼ばれることもあります。全身はほぼ黒色で、
腹側の一部に薄い灰色の模様があります。英名の「false killer whale」は「偽のシャチ」という意味で、
外見がシャチに似ていることがその由来です。世界中の熱帯から温帯にかけての外洋域に分布しており、
時には 1000 頭を超える群れを形成することがあります。他の鯨類と群れを作ることも知られています。
この群れる習性からしばしば集団でのストランディングを起こすことがあります。
鹿児島県では 9件のストランディングが記録されていますが、いずれも 1頭のみで集団でのストランディ
ングは記録されていません。

2023年 3月 17日　中之島
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マダライルカ

 

学名：Stenella attenuata
英名：pantropical spotted dolphin
分類：マイルカ科スジイルカ属
体長：2.0 ｍ
鹿児島県での記録：3件 3頭　薩摩川内市、奄美大島

和名の「マダラ」のとおり、体全体に広がっているまだら模様が特徴的なイルカです。このまだら模様
は成熟するにつれて増えますが、地域ごとに模様のバリエーションがあります。体の腹側は淡い灰色で、
背側は暗

あん
灰
かいしょく
色の模様があります。くちばしの先端は歳をとるにつれて白くなります。世界中の熱帯や亜熱

帯に分布しており、日本周辺では宮城県以南の太平洋、秋田県以南の日本海、東シナ海で確認されています。
世界で最も個体数の多い鯨類のひとつとして知られています。行動がとても活発な種で、高速で泳ぐ他に
船
せんしゅ
首の波に乗る行動や尾びれで水面をたたく行動、ジャンプや宙返りなどの行動もみられます。
鹿児島県では 3件のストランディングが記録されており、そのうち 2件は奄美大島で発生しています。

2020年 3月 21日　薩摩川内市
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スジイルカ

 

学名：Stenella coeruleoalba
英名：striped dolphin
分類：マイルカ科スジイルカ属
体長：2.5 ｍ
鹿児島県での記録：20件 51頭　日置市、南さつま市など

和名の「スジ」や英名の「striped」のとおり、眼の後ろから肛門にかけてと眼の下から胸びれにかけて
の黒いすじ模様が特徴的なイルカです。体色は、体の腹側は白色で、側面は灰色、背側は濃い灰色をして
います。世界中の熱帯から温帯の外洋域に分布しており、日本では三陸以南で確認されています。群れる
習性があり、数十頭の群れから数千頭の大規模な群れを形成することがあります。ハダカイワシ類などの
魚類やイカなどをえさとしており、えさを追って 700 ｍ以上潜ることが知られています。行動が活発な種
で、船首の波に乗る行動や水面からジャンプをする行動が知られています。
鹿児島県では 20件と比較的多くのストランディングが記録されています。2013年には南さつま市の海
岸で 31頭の集団でのストランディングが発生しています。

2013年 4月 26日　南さつま市 2019年 2月 27日　日置市
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ハシナガイルカ

 

学名：Stenella longirostris
英名：spinner dolphin
分類：マイルカ科スジイルカ属
体長：2ｍ
鹿児島県での記録：4件 4頭　南さつま市、垂水市、加計呂麻島

細長い吻が特徴的なイルカです。体色は、体の腹側は白色、側面は灰色、背側は濃い灰色と 3色に分か
れています。世界中の熱帯や亜熱帯に分布しており、4つの亜種が知られています。日本周辺では南部の海
域で多く確認されており、とくに小笠原諸島周辺でよくみられます。とても行動が活発な種で、船首の波
に乗る他、頻

ひんぱん
繁にジャンプする行動が知られています。とくに体の軸を中心に回転しながら飛ぶ特徴的な

行動をすることが知られており、英名の「spinner」はこの行動に由来します。数頭から 1000頭以上の群
れをつくり、時には外洋性の他種と群れをつくることがあります。深海性のイカや魚類をえさとしており、
水深 200～ 300 ｍまで潜ります。
鹿児島県では 4件のストランディングが記録されており、そのうち 2件は生きた状態でのストランディ
ングでした。

2002年 8月 4日　南さつま市
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シワハイルカ

 

学名：Steno bredanensis
英名：rough-toothed dolphin
分類：マイルカ科シワハイルカ属
体長：2.5 ｍ
鹿児島県での記録：13件 33頭　南さつま市、種子島など

頭部のメロン部がなだらかで、吻との境目がないことが特徴的なイルカです。唇から腹部にかけては白
色から桃色で、背側は黒

こくはいしょく
灰色です。成熟した個体にはダルマザメや他の個体に傷つけられたと考えられる

白い斑点模様が腹部に多くみられます。和名の「シワハ」は、
歯の表面に細かい縦のしわがあることに由来します。世界中
の熱帯から温帯の外洋域に分布しており、日本周辺では関東
以南の太平洋や東シナ海で確認されています。通常は数十頭
の群れをつくり、他のイルカと群れをつくることもあります。
最大で 300頭を超える群れが確認されたこともあります。背
びれや頭部を出しながら水面の下を滑るように高速で泳ぐ
「サーフィング」という行動がしばしばみられます。
鹿児島県では 13件 33頭のストランディングが記録されて
おり、比較的発生件数が多い種です。2017 年には種子島で
13頭の集団でのストランディングが発生しました。

2007年 10月 8日　南さつま市 2017年 3月 28日　種子島

歯のしわ
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ミナミハンドウイルカ

 

学名：Tursiops aduncus
英名：Indo-Pacific bottlenose dolphin
分類：マイルカ科ハンドウイルカ属
体長：2.5 ｍ
鹿児島県での記録：10件 19頭　鹿児島市、奄美大島など

腹部の斑点模様が特徴的なイルカです。この斑点模様は性成熟した個体に現れ、個体差があります。以
前は同種として扱われていたハンドウイルカ（T. truncatus）に似ていますが、本種は体や吻が細く、性成
熟した個体の腹部に斑点模様があることにより識別することができます。インド・西太平洋の熱帯から温
帯の海に分布しています。国内では日本各地の沿岸域に分布し、御蔵島、小笠原諸島、天草、錦江湾、奄
美大島には定住する個体群が知られています。群れはハンドウイルカと同様に採

さい じ
餌、交尾、子育てなどで

規模が変化する離合集散型です。オーストラリアのシャーク湾の個体群では吻先が傷つかないように海
かいめん
綿

をくわえて海底のえさを探すなどの道具を用いた採餌行動がみられています。

2012年 3月 23日　鹿屋市 2014年８月５日　鹿児島市鴨池港（迷入）
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鹿児島県では 10件のストランディングが記録されています。錦江湾では本種の群れが定住しており、当
館は開館当初から調査を継続してきました。調査では背びれの形で個体識別をおこなっており、IK ＋数字
という形式で個体識別番号をつけています。

IK6 のストランディング
2013 年５月 15日、鹿児島市の「マリンポートかごしま」付近にミナミハンドウイルカが打ち上がりま
した。背びれの形から 1999 年から 2013 年の 14年間、錦江湾で観察されていた IK6 ということが分か
りました。この個体は体長 270cmのオスで、錦江湾のイルカの性別が分かったのはこの個体が初めてで
した。この IK6 は全身を国立科学博物館へ送り、解剖などの調査をおこないました。

IK11 のストランディング
2019 年 12月 24日、鹿児島市喜入に体長 271cmのオスのミナミハンドウイルカが打ち上がり、背び
れの形から IK11 と判明しました。IK11 は以前から、行動によりオスと推定されていましたが、今回のス
トランディングによりそれが正しかったことが分かりました。

2013年 5月 15日　鹿児島市

2019年 12月 24日　鹿児島市

ストランディング個体の背びれ

ストランディング個体の背びれ

IK6 の生時の背びれ

IK11 の生時の背びれ
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ハンドウイルカ

 

学名：Tursiops truncatus
英名：common bottlenose dolphin
分類：マイルカ科ハンドウイルカ属
体長：3ｍ
鹿児島県での記録：18件 53頭　薩摩川内市、肝属郡肝付町など

太くて短い吻とずんぐりした体が特徴的なイルカです。頭部と吻の境
さかいめ
目にはしわがあります。背側は濃

い灰色で、腹側は白色です。世界中の熱帯から温帯の海域に分布しており、日本周辺では北海道南部を北
限とする太平洋や日本海、東シナ海に分布しています。通常は数頭から十数頭の群れをつくりますが、え
さを探すときや交尾、子育てなどで頻繁に群れの規模が変わり、時には他種の鯨類と混じって群れをつく
ることもあります。好奇心が強く、活発で船首の波に乗る行動や大きくジャンプする行動が知られています。
鹿児島県では錦江湾の湾口部に時折群れでやってくることがあります。ストランディング件数も 18件と
比較的多く発生しています。

2003年 8月 4日　鹿屋市 2021年 1月 20日　肝属郡肝付町
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スナメリ

学名：Neophocaena asiaeorientalis
英名：narrow-ridged finless porpoise
分類：ネズミイルカ科スナメリ属
体長：2 ｍ
鹿児島県での記録：6件 6頭　出水市、南さつま市など

頭部は丸い形状で吻がなく、背びれがないことが特徴的な種です。背側には背びれがない代わりに、小
さな突起を伴う細い稜

りょうせん
線があります。体色は一様に灰色で、腹部はやや淡い灰色です。スナメリは近年ス

ナメリ（N. asiaeorientalis）とニシスナメリ（N. phocaenoides）の 2種に分けられ、スナメリは中国
東海岸、朝鮮半島、日本の沿岸域に分布しています。また、スナメリには 2亜種が知られています。日本
周辺では有明海 - 橘

たちばな
湾
わん
、大村湾、瀬戸内海 - 響

ひびきなだ
灘、伊勢湾 - 三河湾、東京湾 - 仙台湾の 5つの分布域が知られ、

鹿児島は通常の分布域には含まれていません。通常は数頭の小さな群れをつくりますが、時には数十頭規
模の群れを形成することもあります。本種はジャンプなどの空中での行動をあまりおこなわず、静かに泳
ぎます。
鹿児島県では6件のストランディングが記録されていますが、そのうちの3件は定置網による混獲でした。

2016年 1月 15日　出水市 2006年 3月 7日　南さつま市
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ゴマフアザラシ

 

学名：Phoca largha
英名：spotted seal
分類：アザラシ科ゴマフアザラシ属
体長：オス 1.7 ｍ　メス 1.6 ｍ
鹿児島県での記録：4件 4頭　指宿市、南さつま市、種子島、与論島

体全体に広がる黒色の斑点模様が特徴です。和名の「ゴマフ」もこの黒色のゴマ模様が由来とされてい
ます。体色は、背中側が黒っぽい灰色、腹部が白っぽい灰色をしており、斑点模様には大きな個体差があ
ります。北太平洋の冷たい海に分布していて、日本では通常、北海道に出現します。3～ 4月に流氷の上
で出産、子育てをおこないます。この繁殖期に利用される流氷の形成や移動により、本種の分布域は季節
的に変化します。
鹿児島では 4件のストランディングが記録されていますが、海流に乗って迷い込んできたものと考え
られます。2023 年 10 月には錦江湾内（指宿市の知林ヶ島周辺）で本種が発見されました。その個体は
2024年 5月現在も湾内で観察されているため、今後の動向に注目しています。

2015年 7月 6日　種子島（撮影：甲山竜博） 2024年 2月 13日　指宿市
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キタオットセイ

 

学名：Callorhinus ursinus
英名：northern fur seal
分類：アシカ科キタオットセイ属
体長：オス 2.1 ｍ　メス 1.5 ｍ
鹿児島県での記録：1件 1頭　いちき串木野市

体の全長の４分の 1を占めるほど長い後肢が特徴的な鰭脚類です。オスとメスで体の大きさが異なり、
オスの方が大きくなります。メスは背中側が黒みを帯びた銀

ぎんはいしょく
灰色で、胸部付近はクリーム色をしています。

オスは全体的に灰色から黒色で、首の周りの周辺の毛が長く伸びてたてがみを形成しています。
太平洋北部の冷たい海に分布しています。日本周辺では山形県と千葉県以北に分布し、特に 12月から 4
月にかけては三陸沖で多くみられます。

鹿児島県ではいちき串木野市沖でオスと考えられ
る個体が発見されています。鹿児島は本来の分布域
ではないですが、海流などの要因により来遊した可
能性が考えられます。

2010年いちき串木野市
（提供：KTS 鹿児島テレビ）
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アシカ科未同定種

2016 年 3月 15日に鹿児島県薩摩川内市の下甑島で鰭脚類の発見情報があり、撮影した写真が当館に寄
せられました。専門家によるとカリフォルニアアシカ属の若いオスで、ニホンアシカ、ガラパゴスアシカ、
カリフォルニアアシカのいずれかの種であるとのことでした。ガラパゴスアシカである可能性は生息地と
の距離から著

いちじる
しく低く、ニホンアシカかカリフォルニアアシカのどちらかではないかと考えられます。カ

リフォルニアアシカは世界中の動物園や水族館で飼育されているため、国外の園館から逃げ出した個体で
ある可能性を否定することはできませんが、野生のニホンアシカである可能性も考えられます。
ニホンアシカはかつて江戸時代には 3～ 5万頭ほど生息していたといわれていますが、明治時代以降、
乱獲などの影響により数が減り、1975年に島根県の竹島での目撃情報を最後に姿がみられなくなっていま
す。もしもこの個体がニホンアシカであったとしたら 41年ぶりの発見となります。

2016年 3月 15日　薩摩川内市下甑島（撮影：濱田敏宏）

貴重な 5枚（撮影：濱田敏宏）
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1．鹿児島県から記録されている海棲ほ乳類
鹿児島にはいったい何種の海のほ乳類がいるのでしょうか。これまで、その正確な答えは分からず、鹿
児島に現れる海棲ほ乳類の全体像はつかめていませんでした。そこで、どのような海棲ほ乳類が鹿児島に
出現し、何種が記録されているかを明らかにするために調査をおこないました。鹿児島に分布する海棲ほ
乳類の全容、「鹿児島県の海棲ほ乳類相」を把握することが目的です。
第 4章ではストランディングにより鹿児島から記録された種を紹介しましたが、その他にも捕鯨業や目
視調査によって鹿児島から報告されている海棲ほ乳類がいます。そこで、かごしま水族館が収集してきた
ストランディング記録に加えて、国立科学博物館の「海棲哺乳類ストランディングデータベース」やスト
ランディングに関する文

ぶんけん
献、捕鯨や野生の海棲ほ乳類に関する報告を網

もうらてき
羅的に調べることによって、これ

までに鹿児島から記録されてきた海棲ほ乳類の概要をまとめました。
結果としては、31種の海棲ほ乳類が鹿児島から記録されていることが明らかになりました。次のページ
の表は、日本産の海棲ほ乳類全種のリストと鹿児島から記録された種を示したものです。日本には絶滅し
た種も合わせて 50種の海棲ほ乳類が分布しています。鰭脚類が 8種、海牛類が 1種、鯨類が 41種、加
えてラッコです。そのうち、鹿児島からは鰭脚類 2種、海牛類 1種、鯨類 28種が確認されました。
鰭脚類は日本周辺では北の寒い海に生息しているため、基本的に鹿児島は鰭脚類の分布域外です。県内
からキタオットセイとゴマフアザラシが確認されていますが、海流などの影響によってたまたま出現した
ものと考えられます。また、表には含めていませんが、絶滅したと考えられているニホンアシカの可能性
もあるアシカ科鰭脚類が 2016年に鹿児島で観察されています（P. 70 参照）。
日本産の海牛類はジュゴンのみが知られています。残念ながら現在はみられませんが、かつては鹿児島
にもジュゴンが生息していたことが分かっています（詳しくは P. 74）。
鯨類は日本国内に 8科 41種が分布しています。そのうち、鹿児島からは 7科 28種が記録されている
ことが明らかになりました。これは、日本産総種数の 68.3%にあたり、鹿児島の高い鯨類の種多様性が確
認されました。鹿児島は全国的にみても多くの種の鯨類が確認されている地域といえそうです。北方海域
や寒流域に分布する種は出現しませんが、南方海域や暖流域に分布する日本産種はほぼ記録されています。
もちろん、常に鹿児島周辺に多くの種が生息している訳ではなく、過去に１回や数回のみ確認されている
種もいますが、鹿児島で鯨類の高い種多様性がみられる要因としては以下のような理由が考えられます。
・鹿児島県は南北 600 kmに広がり、多様な海洋環境が存在する
・鯨類の季節回遊の経路上に位置している
・黒潮の影響を強く受け、豊富な餌

えさしげん
資源が存在する

・季節風や海流により、鯨類の衰
すいじゃく
弱個体や死体が岸に寄りやすい

鹿児島県から記録されている海棲ほ乳類の種数

鹿児島県の海棲ほ乳類相第5章

※括弧内は日本産種数に対する鹿児島県産の種数の割合
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2．鹿児島県産海棲ほ乳類一覧表
日本産の海棲ほ乳類全種と鹿児島県から記録されている種を一覧表にまとめました。鹿児島県産の種は
黄色で示しています。

※日本産の海棲ほ乳類の種数はOhdachi et al. (2015) と Yamada et al. (2019) にしたがい 50種とした
※上記 50種以外に、セイウチOdobenus rosmarus、ホッキョククジラBalaena mysticetus、シロイルカDelphinapterus leucas
は日本国内でのストランディング記録あり
※各種の標準和名と学名は田島・山田（2021）の「海棲哺乳類　種名表」にしたがった

目名 科名 標準和名 学名 英名
食肉目 イタチ科 ラッコ Enhydra lutris sea otter

鰭脚類 アシカ科 キタオットセイ Callorhinus ursinus northern fur seal
トド Eumetopias jubatus Steller sea lion
ニホンアシカ Zalophus japonicus Japanese sea lion

アザラシ科 アゴヒゲアザラシ Erignathus barbatus bearded seal
クラカケアザラシ Histriophoca fasciata ribbon seal
ゼニガタアザラシ Phoca vitulina harbor seal
ゴマフアザラシ Phoca largha spotted seal
ワモンアザラシ Pusa hispida ringed seal

海牛目 ジュゴン科 ジュゴン Dugong dugon dugong
鯨偶蹄目 ヒゲクジラ類 セミクジラ科 セミクジラ Eubalaena japonica North Pacific right whale

コククジラ科 コククジラ Eschrichtius robustus gray whale
ナガスクジラ科 ミンククジラ Balaenoptera acutorostrata common minke whale

イワシクジラ Balaenoptera borealis sei whale
ニタリクジラ Balaenoptera brydei Bryde's whale
カツオクジラ Balaenoptera edeni Eden's whale
シロナガスクジラ Balaenoptera musculus blue whale
ツノシマクジラ Balaenoptera omurai Omura's whale
ナガスクジラ Balaenoptera physalus fin whale
ザトウクジラ Megaptera novaeangliae humpback whale

ハクジラ類 マッコウクジラ科 マッコウクジラ Physeter macrocephalus sperm whale
コマッコウ科 コマッコウ Kogia breviceps pygmy sperm whale

オガワコマッコウ Kogia sima dwarf sperm whale
アカボウクジラ科 ツチクジラ Berardius bairdii Baird's beaked whale

クロツチクジラ Berardius minimus Sato's beaked whale
タイヘイヨウアカボウモドキ Indopacetus pacificus Longman's beaked whale
ハッブスオウギハクジラ Mesoplodon carlhubbsi Hubbs' beaked whale
コブハクジラ Mesoplodon densirostris Blainville's beaked whale
イチョウハクジラ Mesoplodon ginkgodens ginkgo-toothed beaked whale
オウギハクジラ Mesoplodon stejnegeri Stejneger's beaked whale
アカボウクジラ Ziphius cavirostris Cuvier's beaked whale

マイルカ科 マイルカ Delphinus delphis common dolphin
ハセイルカ Delphinus sp. ー
ユメゴンドウ Feresa attenuata pygmy killer whale
コビレゴンドウ Globicephala macrorhynchus short-finned pilot whale
ハナゴンドウ Grampus griseus Risso's dolphin
サラワクイルカ Lagenodelphis hosei Fraser's dolphin
カマイルカ Lagenorhynchus obliquidens Pacific white-sided dolphin
セミイルカ Lissodelphis borealis northern right whale dolphin
シャチ Orcinus orca killer whale
カズハゴンドウ Peponocephala electra melon-headed whale
オキゴンドウ Pseudorca crassidens false killer whale
マダライルカ Stenella attenuata pantropical spotted dolphin
スジイルカ Stenella coeruleoalba striped dolphin
ハシナガイルカ Stenella longirostris spinner dolphin
シワハイルカ Steno bredanensis rough-toothed dolphin
ミナミハンドウイルカ Tursiops aduncus Indo-Pacific bottlenose dolphin
ハンドウイルカ Tursiops truncatus common bottlenose dolphin

ネズミイルカ科 スナメリ Neophocaena asiaeorientalis narrow-ridged finless porpoise
ネズミイルカ Phocoena phocoena harbor porpoise
イシイルカ Phocoenoides dalli Dall's porpoise
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3．カツオクジラ・ジュゴン
ストランディングによる記録はないものの、鹿児島での出現が記録されている海棲ほ乳類を紹介します。
カツオクジラ

 

学名：Balaenoptera edeni
英名：Eden's whale
分類：ナガスクジラ科ナガスクジラ属
体長：約 13 m
鹿児島県での記録
・1921年に奄美大島で捕鯨により捕獲された記録（ニタリクジラとして）
・1946年から 1948年にかけて甑島列島で捕鯨により捕獲された記録（イワシクジラとして）
・鹿児島県南さつま市の野間岬沖や甑島列島周辺で目視調査により観察された記録（ニタリクジラとして）

カツオクジラは暖かい海域の沿岸域でみられ、日本では東シナ海や土佐湾以南の沿岸域に分布していま
す。群れる魚やオキアミ類などのプランクトンを食べ、えさの群れに向かって突進して捕食することに加え、
海面で口を大きく開けて立ち泳ぎで摂

せつ じ
餌する個体がいる地域もあります。他のナガスクジラ科の鯨類が大

きな回遊をすることに対して、カツオクジラはあまり大きく移動しないことが知られています。そのため、
土佐湾ではホエールウォッチングの対象種になっています。現在はおこなわれていませんが、以前は鹿児
島県南さつま市の野間岬沖でも本種を対象としたホエールウォッチングが実施されていました。
カツオクジラBalaenoptera edeni は分類学的な混乱がみられている種で、2000 年代までカツオクジ

ラはニタリクジラB. brydei と同じ種とされていま
した。また、イワシクジラB. borealis は 1950 年
代までニタリクジラと混同されていました。カツ
オクジラを有効な種として扱うかどうかは研究者に
よって意見が分かれていますが、本稿では国立科学
博物館の見解に基づき、従来沿岸型のニタリクジラ
とされていた個体群をカツオクジラとして扱いまし
た。そのため、これまでに鹿児島県内からニタリク
ジラやイワシクジラとして記録されてきた鯨類はカ
ツオクジラであると考えられます。2002年 8月 4日　南さつま市野間岬沖
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ジュゴン

 

学名：Dugong dugon
英名：dugong
分類：ジュゴン科ジュゴン属
体長：2.4 ～ 3.0 m
鹿児島県での記録
・1960年代以前は奄美大島周辺で多くの捕獲例、目

もくげき
撃例がある

・2002年 11月から 2003年 4月にかけて奄美大島の笠利湾で複数の目撃例
ジュゴンやマナティーのなかまが含まれる海牛類は、海棲ほ乳類の中で唯一、草食性です。ジュゴンは
水中で花を咲かせる海草類を主なえさにしています。そのため、海草が多く生えている浅い海に生息して
います。ジュゴンはインド洋から西太平洋にかけて広く分布していますが、どの地域でも個体数は減少し
ています。

日本では、昔は奄美群島から八
や え や ま
重山諸島にかけて多くの個体が生息していましたが、漁獲圧や生息環境

の悪化によって個体数が大きく減ってしまいました。そのため、現在は沖縄県周辺に数個体が生き残って
いるかどうかといった状況で、国内の個体群は絶滅寸前の危機的な現状です。
ジュゴンはかつて鹿児島にも生息していました。1960 年代以前は奄美大島周辺で捕獲、目撃された記
録が多くあり、奄美大島の周りに定着していたと考えられます。しかしながら、それ以降は 2002 年から
2003年にかけて奄美大島で目撃された例を除いて鹿児島県内からの記録はありません。残念ながら現在は
鹿児島にジュゴンは生息していないと思われます。
ちなみに、2024年 5月現在、ジュゴンは日本国内ではひとつの水族館のみで飼育されています。
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1．水族館が積極的に共同研究をする理由
水族館には、①種の保存、②教育・環境教育、③調査研究、④レクリエーションの４つの役割があり、
最近はさらにもっと多くの役割があるともいわれています。調査研究で得られた情報を基に飼育されてい
る生きものたちはみなさんに命の尊さや動物たちの能力を伝え、野生動物の現況や自然環境を考えるきっ
かけを与えてくれます。また、健康で元気な生きものたちの姿や動きをみるとみなさんは笑顔になること
でしょう。このようにこの水族館の４つの役割はそれぞれ別々の方向を向いているのではなく、深く関わ
りあって水族館を形作っています。
水族館には研究対象となる多くの生きものがいて、これらの生きものを飼育する技術があります。特に
イルカについては、実験を進めるために必要な行動形成をおこなえるトレーニング技術もあります。水族
館の情報発信力も大きな力のひとつです。また、飼育員は毎日生きものと接することで身についた観察眼
や生きものに対する疑問、何となく感じている傾向や法則をもっています。しかし、飼育員自身が「疑問
や法則」を解決したり、データ化をしたりするには時間と技術が足りない場合が多くあります。そのため、
ただの経験則として飼育員の頭の中だけにあり続ける「宝の持ち腐

ぐさ
れ」のような状態なることが課題でした。

一方、研究者はこれまでの研究の中で湧
わ
いてきた生きものに対する疑問や興味をもっています。さらに、

それらを解明するために必要な解析方法等の技術をもっていて、論文や自身の研究などから得られた膨大
な知識をもっています。このように研究者と水族館がお互いの長所を出し合っておこなうのが共同研究で
す。この本で紹介している研究の他にも、これまでさまざまな研究機関の方々と一緒に共同研究を進めて
きました。当館では、研究者と協力して研究を進めるときには、単にデータや場所を提供するだけではな
く共同研究という形にしていただいています。研究を研究者任せにするのではなく、飼育員はデータを集
めて勉強をして、その内容を理解して研究者と議論しながら研究の進め方の検討をおこなえるように心が
けています。
この本で紹介する研究も研究者と飼育員が両方の立場から、その都度意見を出し合いながら進めてきま
した。共同研究では結果を出すために飼育員と研究者のみなさんの長所を引き出す関係性が重要です。そ
して、私たちが研究者のみなさんと一緒にさまざまな研究に挑戦するのは、共同研究で得られた結果をも
とにイルカをはじめとする生きものたちを健康に飼育し、本当の生きものたちの姿をみなさんに伝えるた
めなのです。

研究者と飼育員がお互いに意見を出し合う

共同研究第6章
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2．“協力が必要なこと”が分かるかを調べる認知実験　
山
やまもと

本 知
ち さ と

里（福山大学生命工学部海洋生物科学科）
ヒトを始めとしたさまざまな動物において、狩
りや繁殖などの場面で協力的な行動が観察されて
います。しかし、動物は本当に相手や自分の役割
が分かって、協力しているのでしょうか？それと
も、例えば狩りでばらばらに獲物を追っていたの
が、協力しているようにみえただけでしょうか？
協力に関わる認知能力を調べるために用いられる
のが、２頭が一緒に操作したときだけ報

ほうしゅう
酬が得ら

れる装置です。元々チンパンジー用に考案された
装置を、イルカ用に改良してた実験に用いました。２頭が一緒に黄色のブイを引くと台が動いてボールが
水面に落ち、そのボールをトレーナーに渡すと報酬としてえさの魚がもらえます。しかし、１頭が片方の
ヒモだけ引くと、もう一方のヒモが上に引っ張られ、台は動かず報酬は得られません。パーカーのヒモと
同じ要領です。
イルカはトレーナーが合図するまで、装置の元に行くことはできません。また、２頭で一緒にヒモを引
くことも、訓練されていないため、どうすれば
成功できるか、自分で気づく必要があります。
もしイルカが２頭で一緒にひもを引く必要があ
る（つまり協力する必要がある）ことを分かっ
ていれば、２頭が別々に出発しても、相手を待っ
たりすることで、一緒にヒモを引くと予想され
ます。
実験は２ペア３個体（ラスキー・チークペア、
マール・チークペア）でおこないました。いず
れのペアも、チークが後から出発しました。２
ペアとも出発のタイミングが異なる場合であっ
ても、２頭で一緒にヒモを引くことができまし
た。ただし、相手に合わせる方法や成功までの
過程は、個体によって違っていました。ラスキー
は初テストから、装置の前でチークの到着を
待っていました。別ペアの先発個体であるマー
ルは、最初、後から来るチークを待ちませんで
した。チークが猛スピードで泳ぎ追いつくと成
功することもありましたが、失敗も多かったで
す。ところが、人側の都合で実験をしばらく中
断した後、マールは急にチークを待つようにな

実験に用いた装置

実験の様子。イルカは奥のプールサイドから出発し、手前の装置を操
作する

２頭でヒモを引くチークとマール
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りました。ゆっくりと泳ぎ、チークとタイミングを合わせたのでした。中断期間に、マールの中でどのよ
うな変化があったのかは謎です。この実験によって、ハンドウイルカも協力の必要性を分かっていること、
互いに相手に合わせることが示唆されました。成果は山本（著者・福山大学）、かごしま水族館、人間環境
大学の友永先生、近畿大学の酒井先生との共同研究として発表されました（所属は現在のもの）。
私たちは、他のイルカたちがいる場所で認知実験をおこなうことが多くあります。そうすると、子ども
のイルカが実験の“邪魔”をすることが、時々あります。装置のヒモやボールは子どもにとって面白いお
もちゃだったようで、装置の前から動かないことも多々ありました。仕方なく、別のおもちゃで子どもの
気を引き、その間に実験をすることにしました。人の思うようにはいかないのも、イルカらしくて面白い
です。

装置の前から動かない子ども

3．ハンドウイルカによる闘
とうそう
争と親

しんわ
和行動　山本 知里（福山大学生命工学部海洋生物科学科）

ハンドウイルカは、群れのメンバーと社会的な関係を築きながらくらす動物です。他個体とただ一緒に
いるだけでなく、さまざまなコミュニケーションをとります。そして、多くのメンバーと関係を築き、特
に仲の良い相手ができたりします。他個体と友好的な関係を築いたり維持したりするための行動を、親和
行動といいます。ハンドウイルカでは、親和行動として、近い距離で一緒に泳ぐ同調遊泳、胸びれで他個
体を擦

こす
るラビング、胸びれで相手を触りながら泳

ぐコンタクトスイミングなどをいいます。
ハンドウイルカは、しばしば闘争もおこないま
す。ブーブーやギャーギャーといった鳴音を闘争
相手に向かって発し、威

いか く
嚇します。闘争がエスカ

レートすると、直接的な攻撃が始まります。猛ス
ピードで他個体を追いかけたり、噛

か
んだり、尾び

れでたたいたり、頭
ず
突
つ
きをしたりして、攻撃しま

す。ある個体が相手に一方的に攻撃することもあ
りますが、反撃がみられることも多くあります。
闘争が起こると、個体間の仲が悪くなったり、
ケガをする危険があったり、再び闘争が起こりや

同調遊泳
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すくなったりと、コストが発生します。このコス
トが増えれば増えるほど、群れでくらす相対的な
利益が減ってしまうため、社会的な動物では闘争
によるコストを抑える行動をもつと考えられてい
ます。著者は、かごしま水族館を含む複数の水族
館で飼育されているハンドウイルカを対象に、闘
争後におこなう行動を観察し、どのように闘争コ
ストを抑えているか調べました。その結果、闘争
後には闘争個体同士や第三者と親和行動をおこな
うこと、親和行動が起こると起こらなかった時と
比べ、再闘争が起こりにくくなることが分かりま
した。つまり、ハンドウイルカは、闘争個体同士
が仲直りをしたり、第三者が闘争個体をなだめた
り、守ったりしているのです。さらに、仲が良い
ペアほど仲直りをしたり、第三者は仲良しの闘争
個体に親和行動をしてあげたりしていることか
ら、ハンドウイルカも仲良しの個体が大切なので
しょう。
仲直りやなだめなどに使われる親和行動とし
て、同調遊泳、ラビング、コンタクトスイミング
がみられました。最もよく使われるのは同調遊泳
で、ラビングは滅多に起こりませんでした。また、
同調遊泳やコンタクトスイミングは、闘争後すぐ
に起こるのに対し、ラビングは少し時間が経って
から起こることが多かったです。ハンドウイルカ
は、親和行動の種類を状況によって使い分けてい
るのかもしれません。
このような研究は、行動を観察することでおこ
なうことができます。紙と時計を手に、イルカの
行動をひたすら観察します。この時に大切なのは、
個体を見分けることです。体についた傷や体型、
顔の違いなどで識別できるので、ぜひ挑戦してみ
てください。
ハンドウイルカの行動には、分かっていないことがまだまだたくさんあります。同じ個体をじっくりと
観察できる水族館は、行動観察に適した場所でもあります。今後、研究が進み、イルカのコミュニケーショ
ンがさらに明らかになっていくことが期待されます。

ラビング

行動観察の様子

かごしま水族館のハンドウイルカ、マール。背びれの傷と丸い目が
特徴
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4．なかまと「うまく」くらす能力を調べる認知実験
　山本 知里（福山大学生命工学部海洋生物科学科）

社会的な群れでくらす動物は、捕食者対策や
縄
なわ ば
張りの防衛など、さまざまな利益を得ることが

できます。一方で、群れの中でも食料などの資
源を巡

めぐ
る対立といった問題も起こります。社会が

複雑になるほど問題も増え、解決には高度な認知
能力が必要になると考えられています。これを社
会的知性といいます。ハンドウイルカやミナミハ
ンドウイルカなど、複数の鯨類は社会的な群れを
作ります。これらの鯨類は群れで“うまく”くら
すために、どのような認知能力をもっているので
しょうか？現在進行中の２つの研究について、ご
紹介します。
ひとつ目は、不公平に対する反応です。群れの
メンバーが協力する時、協力はしないが利益だけ
は得ようとする個体（例えば、狩には参加しない
が、獲物は食べる）が現れると、集団内の協力関
係は崩れてしまいます。不公平な状況を認識し、
その個体を避けたり、不満を表したりすることは、
群れで“うまく”くらす上で重要なのです。例え
ば、ヒトやチンパンジーなど一部の霊

れいちょうるい
長類などで

は、同じ労力を払ったにも関わらず相手の方が良
い報酬を得るなど、自分が不利な場合に報酬や仕
事を拒否することが報告されています。それでは、
ハンドウイルカはどうでしょうか？三重大学大学
院の学生だった木村さん、森阪先生、吉岡先生と
共に研究を実施しました。水族館のイルカたちは、
トレーナーの合図によって多様な動作ができま
す。そして、正しい動作ができれば、報酬として
魚がもらえます。実験では、報酬や動作の種類を
実験個体とパートナーのイルカで変え、不公平な
時にどのような反応をするか調べました。大

おおげんか
喧嘩

が起こる可能性も考えて準備しましたが、幸いに
も無事に実験は終わりました。詳しい結果はここ
では述べませんが、ハンドウイルカは、明らかに
分かる不満（怒る、報酬を捨てるなど）を示すわけではありませんでした。
もうひとつの実験は、同調に関するものです。みなさんも、他の人達が選んだものを、ついつい選んで
しまった経験はありませんか。周囲に行動や意見を合わせることができれば、集団のまとまりを保ちやす

鹿児島県錦江湾に生息するミナミハンドウイルカの群れ

不公平に関する実験をおこなうかごしま水族館飼育員と学生

意見の同調を調べる実験。カゴを使って合図を出す
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くなるため、群れで“うまく”くらすことができ
るでしょう。では、イルカも周りについ合わせる
のでしょうか？同じ合図に対して別々の動作を教
えられたイルカが一緒に合図を出された時、どう
するかを調べています。もうひとつ、動きをどの
ように合わせるか、福山大学の学生である本多さ
んと調べています。水族館のイルカは、複数頭で
同時にジャンプしたりします。では、イルカ同士
が離れていたり、頭数が多かったり、難しい条件
になっても、イルカたちは動きを合わせられるの
でしょうか？意見と動きの同調を調べるこれら２
つの実験のいずれでも、周りに合わせるイルカもいますが、マイペースなイルカもいそうなことが分かり
始めています。
イルカの認知能力には不明点がたくさんあります。紹介した実験の結果を早く公表できるよう、研究を
進めていきます。

動きの同調を調べる実験。学生が記録中
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5．イルカの目の研究と音の研究　　　森
もりさか

阪 匡
ただみち

通（三重大学大学院生物資源学研究科）

私はこれまで、かごしま水族館のみなさんと、たくさんの学生さん、研究者と一緒に、イルカがどうやっ
て世界を見て、聞いて、感じているのか、について、研究をおこなってきました。ここでは、かごしま水
族館のハンドウイルカたちが、目でどうやってまわりをみているのか、ということと、錦江湾にいるミナ
ミハンドウイルカの音から、彼らがどこから来たのか、ということを研究した結果をご紹介したいと思い
ます。

5-1 ハンドウイルカは目をどのように用いているのか？
鯨類（イルカ・クジラ）の目の研究は、研究が難しいためとても少ない状態です。私たちはいろんな方
法を試して、彼らの目の使い方について研究を進めてきました。これが分かれば、鯨類が何を気にしてい
るのか、逆に気にしていないのか、が分かるかもしれず、水族館のイルカたちにとって、例えばめちゃくちゃ
興味のあるものをプールに入れてあげたり、気になってストレスになっていることを取り除いてあげたり
することができるかも、と期待しています。 
A)　ハンドウイルカは世界をどう見るのか？～左右差と 2 本の視軸～

研究の目的：私たちの目はだいたい正面方向が見
えやすいようにできていますが、ハンドウイルカの
目は、左右それぞれの目に前方 20～ 40°、後方約
110 ～ 130°に視

しじ く
軸（見えやすい方向）があるとい

われています。それでは普段、興味のあるものをみ
るのはどちらの目の、どちらの視軸を使っているの
か、について研究をおこなうことにしました。

研究内容と結果：かごしま水族館イルカプールに
て、自由に泳いでいるハンドウイルカに対し、おも
ちゃ 5種類（浮き、フロート、まな板、コーン、ポ
リタンク）のうちひとつをプールに入れ、おもちゃ
から半径 1m以内に入ったときに、イルカがどちら
の目をおもちゃに向けていたか、そしてその角度を、
プールの上方に取り付けた小型カメラを使い調べま
した。この結果、左目を多く用いること、そして前方およそ 40°と後方およそ 130°の 2つの方向、特に
前方をよく使っていることが分かりました。この結果は、視軸の研究とよく一致していたので、ハンドウ
イルカは両方の視軸、特に前方の視軸をよく使っていると考えられます。

研究に関わった人：本研究は、阿部紫乃さん（東海大学生物学部）の 2018 年度卒業論文です。かごし
ま水族館のみなさんと私の他、北夕紀先生（東海大学）、山本知里さん（当時・京都大学 学振 PD）と一緒
に研究をしました。
B)　ハンドウイルカの追跡眼球運動に関する研究

研究の目的：ハンドウイルカは左右の目をべつべ
つに動かすことができるといわれています。ハンド
ウイルカが本当にどこをみているのかを知るために
は、目の動きもみなければなりません。そこで、か
ごしま水族館のスーパーイルカ・マールにお手伝い
してもらい、陸上にてマールの体のまわりで物体を
動かし、そのときの両目を撮影することで、物体の
動きに合わせて目がどう動くのかを調べました。ま
た、水の中で目を撮影できるか試してみました。

研究内容と結果：かごしま水族館イルカプールに
て、マールに水からプールサイドに上がってきて

かごしま水族館のイルカプールを上からみた実験の様子。イルカが
おもちゃ（浮き）に近づいている様子。このときの左右の目、角度
を調べました

マールの左目。ヒトでは丸い瞳孔（黒目）が、イルカでは三日月型
になっていることがよく分かりますね
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もらい、左右の目が映るように左右方向からそれぞ
れビデオで目を撮影しました。それと同時に、赤い
ターゲットを体のまわりで動かしました。その様子
をプールの上方に取り付けた小型カメラを使い撮影
をおこないました。その結果、マールは前方から後
方までとても広い範囲をみていたこと、左右の目を
べつべつに動かしていたことなどが分かってきまし
た。また、水の中で目の動きを撮影できるかを調べ
るために、マールの左右の目の後ろに、吸盤で小さ
なカメラを取り付け、自由に泳いでもらいました。
残念ながら、位置がずれてしまうなどとても難しく
うまくいきませんでした。今でも改良を重ねて研究
を続けています。

研究に関わった人：本研究は、杉田理奈さん（三重大学大学院生物資源学研究科）の 2021 年度修士論
文です。かごしま水族館のみなさんと私の他、山本知里さん（当時・三重大学 研究員）と一緒に研究をし
ました。

5-2．	 錦江湾に棲息するミナミハンドウイルカの鳴音に関する研究
研究の目的：天草諸島下島、伊豆諸島御蔵島、小笠原諸島父島にいるミナミハンドウイルカが出すホイッ
スルと呼ばれる鳴音は、地域によって違うことが分かっています。 それでは、かごしま水族館の目の前に
ある錦江湾にすんでいるミナミハンドウイルカはどんなホイッスルを出すのでしょうか？天草諸島下島に
近いので、鳴音も似ているのではないか、と考え、比べてみました。 

研究内容と結果：船から水中マイクで録音したり、水中にずっと録音できる機械を取り付けたりして得
た約 354時間の録音から、240のホイッスルを得ました。上記の 3つの地域と錦江湾のホイッスルを比べ
たところ、なんと、錦江湾のホイッスルは小笠原諸島父島に最も似ていることが分かりました。錦江湾の
海の中のうるささは小笠原諸島父島と同じくらいだから、似ていたかもしれません。でも、ひょっとした
ら錦江湾のミナミハンドウイルカたちは、距離が近い天草諸島下島のイルカたちよりも、距離が遠い小笠
原諸島父島のイルカたちと実は遺伝子が似ているかもしれません。今後、錦江湾のイルカと他の地域のイ
ルカの遺伝子を比べる必要がありそうです。 

研究に関わった人：本研究は、芹澤龍斗さん（三重大学生物資源学部）の 2022 年度卒業論文です。か
ごしま水族館のみなさんと私の他、三島由夏先生（東京海洋大 助教）と一緒に研究をしました。

最後に、かごしま水族館のみなさんの暖かいご協力とご努力に、感謝申し上げます。そして今後もイル
カの研究を一緒に続けさせていただきたいと思います。

マールの左目の後ろに、小さなカメラを吸盤でくっつけたところ

ミナミハンドウイルカのホイッスルという鳴音を目で見える形に
したもの（音響スペクトログラム）。横軸が時間（秒）、縦軸が音の
高さ（周波数 kHz）を示しています
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6．イルカ研究進行中！かごしま水族館とともに　
　酒

さ か い
井 麻

ま い
衣（近畿大学農学部水産学科 海棲哺乳類学研究室）

かごしま水族館のみなさまとは、2012年からイルカの行動や環境エンリッチメントに関わる研究を一緒
にさせていただいています。本稿ではいくつかピックアップしてご紹介します。

イルカは左利き？
イルカのなかまは胸びれで相手に触る行動をおこなうことが知られ、ミナミハンドウイルカやイロワケ
イルカなどでは左ひれを多く用いることが分かっています。そこで、この左

ひだり
偏
かたよ
りが他の種にもみられるの

かを明らかにする一助として、かごしま水族館のハンドウイルカ 5頭を対象に、胸びれで相手をこする行
動であるラビングで使用される胸びれの左右を調べ
ました。37 日の間に観察された 766 例のラビング
を分析したところ、チーク、テンテン、ミルキーは
かなり左ひれを多く使っていることが分かりました。
ナーガ、マール、ラスキーは左ひれの方が使用回数は
多かったものの、大きな差はありませんでした。か
ごしま水族館にはイルカの水中での行動がよくみえ
る大きなアクリル面があります。イルカたちが相手
にどちらのひれで触っているか、観察してみてくだ
さい。

イルカの垢
あか
は積もるのか？流れ去るのか？

イルカを触ったことがありますか？個人的には、ナスみたいな触り心地だなと思います。イルカの皮
ひ ふ
膚

をこすると、古い皮膚、つまり垢がたくさん落ちます。イルカの皮膚の更新速度はとても速く、どんどん
垢が作られていきます。私たちはこの垢が日々積もっていくのか、それとも毎日流れ落ちてある程度しか
積もらないのかを調べました。そのためにスタッフさんがイルカにサインをだして尾びれを差し出しても
らい、尾びれの左半分を週に 1回、尾びれの右半分を毎日、ゴムべらでこすって垢をとってもらいました。
その垢を乾

かんそう
燥させ重さを測りました。結果、左と右で重さに差はありませんでした。このことから、イル

カの垢は毎日流れて一定量しか積もらないことが分かりました。私たちは、垢からストレスの指標となる
ホルモンであるコルチゾールの濃度を測ることにも成功しました。今後、ストレスがかかった期間とその
時に採取した垢のコルチゾール濃度の関係を調べることで、垢からストレスを測る方法を開発できればと
考えています。

胸びれで相手をこするラビング。左胸びれで相手の背中をこすって
いる

ゴムベラで尾びれの垢を採取する様子 ゴムベラの先についた垢。泥のような感じ
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私たちは緊張したらドキドキと心臓の鼓
こど う
動が速くなり、リラックスすると心拍がゆっくりになります。

また、リラックス状態では心拍の間（1回のドキとドキの間）の間隔が変動することや、呼吸した時に一
瞬だけ心拍が速くなることが分かっています。イルカの心拍や心電を簡単に測ることができれば、リラッ
クスしているのか、ストレスがかかっているのかが分かるかもしれません。そこで、マールとラスターに
協力してもらい、心電を測ってみました。トレーナーのサインでイルカにプールサイドに上がってもらい、
心電計につながった 2つの吸盤を当てます。計測中
にマールはじっとしているのですが、ラスターはも
ぞもぞと動いたり音を出したりすることが多かった
です。結果、マールの心電は長時間安定して測るこ
とができました。一方で、ラスターの心電はノイズが
たくさん入っていたため、動いたり音を出したりし
たことが原因だと考えられました。今後、遊泳中の
イルカの心電が安定して測れるようになれば、リラッ
クス状態や緊張状態が分かるようになると期待され
ます。

新しい遊具に対する反応
みたことのない遊具などの新しい刺

しげ き
激を与えたり、

工夫してえさをとるような場面を作ったりすること
は、イルカの生活を豊かにすることにつながります。
そこで、当研究室で新しく作った遊具を、かごしま
水族館のイルカ達に試してもらいました。
新しい遊具を入れると、全ての個体が遊具をよく見
ていました。加えて、当時 2歳のハッピーと 3歳の
レイが、頻

ひんぱん
繁に遊具をつついたり引いたり噛んだり

しました。その他は大人のカールが２回だけつつき、
他の大人たち（ナーガ、マール、テンテン）や当時 5
歳のイブは一度も触りませんでした。個体の性格も影響しているとは思いますが、この結果から、子ども
のほうが新しい物に対して積極的に反応すると考えられます。ハッピーが遊具に触っていた時に一度だけ
ふたが開き、中のえさを誰かが食べる様子が記録できました。今後、より遊んでもらいやすい新しい遊具や、
工夫して遊んだりえさをとったりするような遊具を作りたいと考えています。

ひとりではできないイルカの研究
ここに紹介した研究は、かごしま水族館の佐々木恭子さん、大塚美加さん、柏木伸幸さんをはじめとし
たスタッフのみなさま、京都大学 (当時 ) の山本知里さん、当研究室の鬼頭拓也さん、鶴田優人さん、渡邉
晴香さんら学生達と共におこないました。友永雅己さん、鈴木美和さん、森阪匡通さんら他大学の研究者
にも多くの助言をいただきました。この場を借りて感謝申し上げます。これらの研究は、ラビングなどの
社会行動が自然に起こるような飼育環境、スタッフさんの高いトレーニング技術、協力してくれるイルカ
達がいたからこそできました。イルカの行動や、彼らがより良くくらすための方法については、分かって
いないことがたくさんあります。これからも皆で協力して、イルカの謎を少しでも解いていきたいです。

イルカの心電を測る様子。マールはじっとしてくれていて助かります

新しい遊具。透明の筒の部分にえさと氷を入れます。果たして遊ん
でくれるか・・・？
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１．水族館で繁殖研究が必要な理由
気候や環境が大きく変化して生物多様性が失われつつある現在、水族館で飼育している生きものの命を
未来へつなぐこと（種の保存）は水族館のとても大きな役割のひとつです。生きものは自分の子孫（遺伝子）
を残すためにさまざまな戦略をもっています。水族館で飼育しているイルカが自分の遺伝子を残すことは、
その個体が生きる目的を達成することになるはずです。
繁殖の研究をするためには、その生きものを繁殖ができる年齢まで健康に飼育しなければなりません。
繁殖の研究をすることは、そこで飼育している生きものに長生きしてもらう必要があり、生きものの飼育
環境をよくすることにもつながります。水族館という環境でもイルカたちが幸せにイルカらしく過ごし、
命をつなぐことが一番の目標です。
また、ハンドウイルカの繁殖で培

つちか
った技術を絶滅の危機に瀕

ひん
した鯨類の繁殖に応用することができれば、

その種を救う方法になるかもしれません。種の保存や生物多様性の保全に貢献するためにも繁殖研究は水
族館の大切な取り組みです。

かごしま水族館生まれのハンドウイルカたち

出産直後の様子

イルカの繁殖研究第7章
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２．出産プールの選択
イルカの出産にあたっては、まず、ど
こで出産してもらうかを決めなければい
けません。当館にはイベント「いるかの
時間」をおこなっているイルカプールと、
観覧できないバックヤードにあるホール
ディングプールと治療プールの計３つの
プールがあります。これまでのほとんど
の出産はみなさんにご覧いただける「イ
ルカプール」でおこないました。しかし、
イルカプールには出産する数日前から子
どもが安定する数週間は「いるかの時間」
を実施できないことをはじめ、排水に時

間がかかり、治療をおこないにくいなど問題がありますが、このプールは楕円形で広さも十分にあるので
当館のプールの中で母イルカにとって一番子育てしやすいプールだと考えています。そして、地下 2階に
は大きな観覧窓があり、出産や子育てを観察しやすいプールでもあり、生まれた赤ちゃんイルカを早い段
階でみなさんにみていただけるというメリットもあります。これまでも生まれたてのしるしである在胎痕
や授乳の様子を多くのお客さまにご覧いただくことができました。とはいえ、子どもが小さければ小さい
ほど、母イルカは神経質になります。そのため、親イルカに安心して子育てしてもらうために水中から観
覧できるスペースには観察窓付のついたてを設置しました。このようにすることで、安定した子育て環境
と早い段階での赤ちゃんイルカの公開を実現できました。

ホールディングプール
（予備プール）

イルカプール
（展示プール）

観覧席

治療
プール

イルカ
水路➡

当館のイルカの飼育プール

体にしわ（在胎痕）が残る赤ちゃんイルカ

遠くから子育ての様子を見守るお客さま

ついたてを設置した地下 2階

夜に飼育員が親子を観察している様子



第
7
章
　
イ
ル
カ
の
繁
殖
研
究

第 7章　イルカの繁殖研究　89

3．授乳トレーニング
赤ちゃんイルカがお母さんのおっぱいの場所が分からず、乳汁を飲めずに死んでしまうこと（授乳不良）
が、以前の当館での繁殖成功への大きな壁でした。この授乳不良は当館だけでなく、他の水族館でも起こっ

ています。授乳不良の原因のひとつはお母さんの子
育ての経験が不足していることにあると考えていま
す。野生のイルカは群れの中で子育てを間近でみた
り、手伝ったりして赤ちゃんイルカの育て方を学ん
でいるのかもしれません。しかし、水族館のイルカ
は野生のイルカに比べて子育てをみたり手伝ったり
した経験が少ないのです。
この経験の少なさをトレーナーの力でなんとかで
きないかと考え、思いついたのが「授乳トレーニング」
です。日常的におこなうトレーニングで経験不足を
補おうというアイデアです。
まずは、出産をひかえたイルカに、自分のお腹あ
たりにいる赤ちゃんを自身のおっぱい（乳溝）のあ
るところへ誘導する動きをトレーニングしました。
手順としては、赤い目印のついた棒（ターゲット）
を子どもに見立ててイルカのお腹にあてます。それ
をイルカ自らが動いてターゲットを自分の乳溝につ
けるように動くことを教えます。これができるよう
になったら、ターゲットがどんな動きをしてもター
ゲットを乳溝から離さないように泳ぐことを教えま
す。この動きが完成しても出産まで繰り返しトレー
ニングをおこないました。
授乳トレーニングをしたことが実際の授乳成功に

どのくらい影響を与えたかを確認するのはとても難しいことです。しかし、2012年にこのトレーニングを
始めて以降、10回出産がありましたが、授乳不良で死んだことは一度もありません。

胸びれの後ろにターゲットをあてる

乳溝にターゲットをつける

自分で動いて

授乳トレーニング中のイルカ 授乳中のイルカ（イルカのおっぱいはここにある）
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当館の出産履歴
かごしま水族館におけるハンドウイルカの出産例（2024年 1月現在）

４．採乳

授乳トレーニングによって授乳不良はなくなりましたが、今後また、うまく乳汁を飲むことができない
こともあるかもしれません。その時のためにおこなっているのが採乳です。子育てをしているお母さんイ
ルカから乳汁を採取できるようにトレーニングしています。イルカでも人間でも最初に出てくる乳汁（初乳）
の中には赤ちゃんを病気にかかりにくくする免

めんえき
疫成分など生きていくために大事な成分が含まれていると

いわれています。トレーニングによって採取した乳汁は、-80℃の超低温冷凍庫で保管しているので、今後、
授乳不良の赤ちゃんが出たときに活躍するかもしれません。また、この採取した乳汁は成分などを調べる
研究材料にもなっています。

乳汁を保存している超低温冷凍庫

採乳のようす

冷凍したイルカの乳汁

自作した乳汁を採取する道具

多剤耐性菌・横紋筋融解症
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５．人
じんこう
工授
じゅせい
精への取り組み

当館で実施している人工授精は、人為的に採取したオスの精液をメスに注入して妊娠させる方法です。
そもそもなぜ人工授精の技術が必要なのでしょうか。ひとつの水族館でのみイルカの繁殖を続けると血縁

関係があるイルカが増えて遺伝的多様性を保つことができません。遺
伝的多様性を保てなくなると流産や奇形の個体が生まれる確率が高く
なります。このことを防ぐためには他の水族館と繁殖のためにイルカ
を貸し借りする方法があります。しかし、イルカの輸送は飼育員にも
イルカにも大きな負担とリスクが伴います。精液だけを輸送して人工
授精をおこなうと、その課題を解決することができるのです。また、
自然での繁殖に任せていると、相性の良い個体同士の子どもしか生ま
れないので、すべてのイルカの遺伝子を人工授精によって後世に繋げ
ることも必要と考えています。

人工授精の第 1歩　精液採取
人工授精をおこなうためには、①オスの精液を採取する、
②採取した精液を保存する、③メスの排卵日を知る、④正確
にメスの膣

ちつ
や子宮内に精液を入れるという 4つの技術が必

要です。最初に取り組んだのが、精液採取です。
トレーニングによっていつでも精液を採取できるようにな
ることを目指しました。

イルカのペニス（陰
いんけい
茎）は普段は体の中にしまわれています。精液を採取するにはペニスを体の外に出

さなければいけません。まずはオスのイルカの生殖孔の構造がどうなっていて、どこを刺激すればペニス
が出てくるかを確かめました。最初はどこをどうさわってもまったくペニスは出てきませんでしたが、だ
んだんどこをさわれば出てくるか分かるようになってきました。ペニスを出すという動きを理解したイル
カは、生殖孔のあたりを少しさわるだけでペニスを出すことができるようになりました。ペニスが出るよ
うになったら次は精液を出す（射精させる）トレーニングです。トレーニングで精液が出るようになって
すぐは、無色透明で精子はほとんど混じっていない状態でした。一番よかった方法はゴム手袋をつけてさ
わる方法でした。ゴム手袋をつけて刺激を与えると、白く濁

にご
り、精子がたくさん混ざった精液が取れるよ

うになりました。

採取直後の精液

ハンドウイルカの精子

イルカのペニスを刺激して勃
ぼっき
起させる 出た精液をビニール袋でキャッチする

採精子の様子
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精液の保存
精液を保存する方法には冷凍保存や液状保存、フリーズドライなどの方法があります。フリーズドライ
による保存方法は、精子の運動性を奪

うば
ってしまうので顕

けん び
微授

じゅせい
精（精子を直接卵子に注入する方法）には使

えますが、現在当館で取り組んでいるメスの膣内に精液を注入する方法には使えません。冷凍保存と冷蔵
保存にはそれぞれメリットとデメリットがあります。冷凍保存は精子を半永久的に保存することができ、
採精できるオスがいなくなっても人工授精ができます。しかし、冷凍と解凍に繊細な手技や特殊な器具等
が必要で、解凍の際に受精能力のない精子が多く出てしまいます。
冷蔵保存の場合、保存期間が短い反面、冷蔵庫で簡単に保管でき、死亡してしまう精子も少ないことが
利点で、採精できるオスがいるときに有効な方法です。この 2つの方法はどちらが優れているというより、
両方の技術を状況に合わせて使い分けるのが良いと考えています。

冷蔵保存
当館での人工授精の研究は、2009年にハンド
ウイルカのラスターの精液を採取できるように
なったことから始まりました。神戸大学の故・楠
准教授と共同研究として進めることになり、ブタ
などの家畜で使用されていた冷蔵保存した精液
を使う方法をイルカに応用することにしました。
冷蔵保存の際には、精子の運動性を保つための
保存液を混ぜます。そのため、イルカの精液に
最適な保存液を開発する必要がありました。
イルカの精液に最適な保存液を開発すること
で約 2週間、良い状態で精液を保存することが
できるようになりました。

冷凍保存
イルカの精液の冷凍保存には、ウシにも使われているストローという道具を使用して冷凍するのが一般
的でした。しかし、この方法では冷凍するのに 1日、解凍するのに半日かかり、しかも特別な機材が必要
です。そこで、当館では神戸大学の故・楠准教授と共同でより簡単に精液を冷凍する方法を開発すること
にしました。
まずは冷凍、解凍、注入に特別な機材が必要なストローでの保存から簡単に扱えるバイアル（小さなプ
ラスティック製の容器）での保存に変更しました。
また、液状保存で使っていた保存液をさらに改良
した冷凍保存液を作成しました。さらにドライア
イスを使うところを -80 度の超低温冷凍庫とアル
ミブロックを使用することにしました。これによ
り、特別な機材は一切使わずに、これまで冷凍に
1日にかかっていたところを 1時間半に、解凍に
半日かかっていたとことを 100 秒ほどでできる
ようになりました。使いやすい技術を開発するこ
とで、これから繁殖に取り組む園館が増えること
を期待しています。　

濡れタオルで包む 冷蔵保存液

冷凍保存した精液
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当館で行った人工授精

人工授精をおこなう上でもうひと
つ大事な技術はメスの性周期（排卵
の周期）を知り、排卵の時期を正確
に予測してタイミングよく適切な場
所に精液を注入する技術です。正確

な排卵日を知るために超音波（エコー）検査や定期的な採尿や採血
をおこない、繁殖に深く関わるプロゲステロン（P₄）という性ホル
モンの濃度の変化や、排卵の前に急上昇する黄体形成ホルモン（LH）
というホルモンを測定キットを使って確認しています。精液の注入
にはカテーテルを使って膣内に精液を注入する方法と、内視鏡を使っ
て子宮内に注入する方法があります。当館では、まだ受胎には至っ
ていませんが、どちらの方法もおこなっています。

他館と協力した人工授精
精液の輸送
当館で開発した保存液を使用して、オキナワマリ
ンリサーチセンターと名古屋港水族館にて人工授精
をおこないました。オキナワマリンリサーチセン
ターは海を隔てた沖縄県にあり、名古屋港水族館は
鹿児島から700㎞も離れています。輸送している間、
冷蔵庫と同じ４℃を保たなければいけません。そこ
で、直接現地に持っていく際には保冷剤を詰めた発
泡スチロール箱を使用しました。
宅配便で送る際は冷蔵便で、保存液と混ぜた精液
を濡れタオルで包んだものを食品保存バックに詰
め、段ボールの中に入れて送りました。この方法は故・楠准教授が実験のために当館から精液を送ってい
た時の方法です。10分ごとに温度を記録できる温度ロガーを一緒に入れて測温したところ、輸送中ずっと
４℃を保てていることが分かりました。また、意外にも輸送中の揺れが良いのか、冷蔵庫で保管していた
時よりも、精液を状態良く運ぶことができました。

エコー検査の様子

当館での人工授精の様子

エコー検査で確認した卵胞

卵胞

輸送直前の精液
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オキナワマリンリサーチセンターはイルカや沖縄
の自然を利用して、環境教育や繁殖研究に取り組ん
でいる施設です。保存液の使用や輸送の方法につい
ての研究を当館と共同で進めてきました。2018 年
には、ラスターの精液を保存液に入れて当館の飼育
員が沖縄まで運び、初めての人工授精をおこないま
した。この時は妊娠し、出産しましたが、残念なが
ら赤ちゃんイルカは生後１日で亡くなってしまいま
した。
しかし、新しい保存液を使って実際にイルカが出
産したことは、人工授精成功に向けての大きな一歩でした。2020年には宅配便で冷蔵輸送した精液を使用
して人工授精をおこないました。２回目のチャレンジでも無事妊娠し、2021年 4月 21日に赤ちゃんイル
カが誕生しました。
また、提供した保存液を使用してオキナワマリンリサーチセンターのオスのイルカの精液を保存し、人
工授精をおこなったところ、2021年５月 14日に赤ちゃんイルカが生まれました。このことから、保存液
はラスターだけではなく、他のオスの精液でも使える技術であることが分かりました。
名古屋港水族館でも、当館の飼育員がラスターの精液を保存液に入れて新幹線で直接持ち込み、人工授
精をおこないました。そして、人工授精をおこなった 2020年９月 20日と 21日から、約１年後の 2021
年 10月２日にオスの赤ちゃんが誕生しました。2024 年
現在、名古屋港水族館で生まれた個体は現在も順調に成
長しています。両施設と協力することで精液の冷蔵保存
と輸送の技術はほぼ確立し、実用化の段階まで進んでき
ました。このようにイルカを飼育している他の施設と協
力して繁殖に取り組むことは、遺伝的多様性を保ちなが
ら長期間イルカの飼育を続けていく上でとても重要です。
成果の上がった両施設だけではなく、日本各地の水族館
との協力の輪をさらに広げたいと考えています。

名古屋港水族館で生まれたラスターの子ども
（撮影：名古屋港水族館）

もとぶ元気村で生まれたラスターの子ども
（撮影：オキナワマリンリサーチセンター）

オキナワマンリサーチセンターが運営するもとぶ元気村

名古屋港水族館での人工授精の様子
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最後までお読みいただき、ありがとうございました。本書をご覧になり、かごしま水族館が調査研究を
おこなっていることを初めて知った方もいらっしゃると思います。紹介した対象は鹿児島の海のほ乳類に
関するものでしたが、その他にも鹿児島の海のさまざまな生きものについて調査研究をしています。
そもそも水族館とは何なのでしょうか。多くの方は観光施設とイメージされるかもしれませんが、実は
水族館を明確に定義したものはなく、法律の規定もありません。しかし、1951年に制定され、2022年に
改正された博物館法の中には「水族館」という文言は出てこないのですが、博物館の一館種であり、社会
教育施設としての位置づけがなされています。水族館では展示するために水族を収集して、その生態や飼
育方法を研究しています。

オープン以来変わらず当館の展示は鹿児島の海にこだわり、多彩な環境にくらす多様な生きものたちの
「生き様」を再現することを念頭におこなっています。展示をたえず成長させて充実したものにするために、
調査研究は欠くことができないものと考えています。このことについて、2代目館長の荻野洸太郎氏はかご
しま水族館開館 20周年記念誌において「海に出ること」、すなわち「フィールドの調査研究」を以下のよ
うに述べています。

私たちは、地域の海の生きものを掘り起こし、その生態を調べ研究し、その情報
を地域の方、来館される方にお伝えすることを使命と信じ、努めてまいりました。
そのために私たちは頻繁に海へと出て行きました。海と水族館を往復すること
は展示に力を与えます。海に出ることは、樹木に例えれば“展示”という木の幹
の部分に養分を送り込む根っこの働きに似ています。　

この例えを借りて水族館という樹木の成長を次のように続けることができます。
調査研究により飼育技術が向上するだけでなく知的な価値が高まった展示からは、木が大きくなり枝葉
が伸びるように「特別企画展」や「イベント」が誕生します。やがて「学習交流活動」という果実が実り、
これらの全てのことを「情報発信」します。例をあげれば、2022 年開催の第 70回と 2023 年開催の 72
回の特別企画展は、本誌第２～４章で紹介した錦江湾鯨類調査やストランディング調査の記録を基に開催
しました。

あとがき
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第 70及び 72回特別企画展のサイエンスコミュニケーションイベントとして市民講座「ここまでわかっ
た！イルカ研究最前線」を開催しました。当館と共同研究をしている大学や博物館等の専門家と共に飼育
員が鹿児島の海域にて起きている鯨類の今について講演をおこないました。コロナ禍には対面だけでなく
オンラインでも開催し、研究者や飼育員と一般市民との交流の場となりました。また、第 70回特別企画展
では、飼育員と一緒に乗船して錦江湾の鯨類調査に参加していただく体験イベント「クイズラリー　一緒
に調査に行こう錦江湾イルカ調査」を開催し、鹿児島の豊かな自然について理解していただきました。こ
れらの調査研究の成果やイベント、体験講座の実施の様子については、機関紙「さくらじまの海」や SNS
等を通じて鹿児島の海の多様な生物や環境とともに生きものの神秘・不思議・面白さを来館者だけでなく
多くの人々に「伝える」ことを心がけています。

当館は海のほ乳類に限定せず多様な生きものを調査研究し、飼育や展示を通して生物多様性の保全に貢
献するとともに、多彩な教育活動をおこない自然環境への意識の高揚を図ることを目指しています。本書
を出版する目的の一つはそのためであり、当館の飼育員が地道にフィールド調査に出かけ、鹿児島の豊か
な海や多様な生物を肌で感じ、自らの眼でみた事実をこつこつと積み上げたことを執筆しています。それ
らのフィールド調査で得たデータは飼育生物の動物福祉の向上にも役立てています。
動物福祉とは「動物の生活の質（QOL）」を高めることです。飼育生物の健康及び安全等のために良質で栄
養のバランスがとれた餌料を与え飼育施設や環境を整えることに加え、飼育生物が自然かつ正常に行動す
るように助長し、精神を健康な状態に保つために必要な飼育管理の方法について模索しながら、動物福祉
の向上に日々取り組んでいきたいと考えています。
そのためには、飼育生物にとって QOLが満たされているか否かを人の感情や価値観からではなく、科
学的データをもとに判断することが必要です。当館ではそのための動物福祉研究をスタートさせています。
その中でも飼育生物の精神が健康な状態であるかを科学的に判断や評価することがもっとも困難だと考え、

第70回特別企画展
「目指せ！イルカ調査隊～錦江湾のイルカに迫る〜」

第 3回かごしま水族館市民講座
「ここまでわかった！イルカ研究最前線
～座礁クジラが教えてくれたこと〜」

第 72回特別企画展
「鹿児島の海のほ乳類～座礁クジラが教えてくれたこと～」

クイズラリー　一緒に調査に行こう錦江湾イルカ調査
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第 6章で紹介した「認知」「環境エンリッチメント」「行動」等に関する共同研究をすすめています。これ
らの研究は、生きものがどのようにして周りの世界とやりとりをして情報を得て、また情報を発信して、
自分や周囲の生きものにとって都合のいい振る舞いをしようとしているのかを解明することに役立つと考
えています。ヒトの言葉を話さない生きものの喜び、遊び、仲間との関わり、怒りや恐怖など、心的に与
える要因を検討することで、より良い動物福祉の状態の実現を目指します。

2019 年からの新型コロナウイルス感染症の世界的流行で私たちの日常生活は一変しました。「家で過ご
そう（ステイホーム）」の呼びかけのもと、人間同士の触れ合いや交流が制限された状態になりました。当
館も例外ではなく、鹿児島県による緊急事態宣言のもと、2020 年と 2021 年に長期間の臨時休館を経験
しました。その後パンデミックは終息に向かい、2023 年 5月に新型コロナウイルス感染症は 5類感染症
に移行され、コロナ禍前の平和を取り戻したようにみえます。その一方で、2024年の正月に最大震度７を
記録した能登半島地震が発生したように、近年日本では自然災害による甚大な被害が多く発生しています。
日本から遠く離れた国々に目を向けると、今もロシアのウクライナ侵攻やパレスチナ・イスラエル紛争等
の戦争や紛争が世界中で続いています。ウイルスの脅威や災害、戦争等がない平和な日常が維持されなけ
れば水族館は存在できないことは明白な事実です。それでも私たちは多くの皆さまに寄り添えるように国
際平和を願いつつ、常に目の前にある鹿児島の自然と向き合い、今後も調査研究を継続し、展示を通じて
鹿児島の海の魅力を発信していきます。

本書を作成するにあたり、以下の方々、研究機関、水族館等から、情報や画像、映像の提供、調査への
参加等のご協力をいただきました（敬称略、順不同）。

山田　格（国立科学博物館）、田島木綿子（国立科学博物館）、塩崎　彬（国立科学博物館）、伊東正英
（南さつま市）、小木万布（御蔵島観光協会）、出羽慎一（ダイビングサービス海案内）、西田美紀（人間環
境大学）、興克樹（奄美クジラ・イルカ協会）、南波　穂（ブルーマリンキャブ）、射手園芽（ダイビング
ショップ SB）、濱田敏宏（薩摩川内市）、原崎　森（屋久島ダイビングサービスもりとうみ）、甲山竜博（種
子島）、山本知里（福山大学）、森阪匡通（三重大学）、酒井麻衣（近畿大学）、楠比呂志（元神戸大学）、阿
久根雄一郎（名古屋港水族館）、大野　佳（元名古屋港水族館）、山本桂子（オキナワマリンリサーチセン
ター）、天野雅男（長崎大学）及び長崎大学の歴代の学生、西田　伸（宮崎大学）、落合真理（愛媛大学）、
小林　駿（東京農業大学）、杉浦秀樹（京都大学野生動物研究センター）、木下こづえ（京都大学）、三谷曜
子（京都大学野生動物研究センター）、友永雅己（人間環境大学）、篠原正典（帝京科学大学）、南日本放送、
KTS 鹿児島テレビ、鹿児島海上保安部、道の駅たるみず湯ったり館、ダイビングショップ SB、各自治体、
各漁業協同組合、まっ工房、熊本市動植物園、宮崎県総合博物館、海の中道海洋生態科学館、国立科学博
物館、御蔵島観光協会、名古屋港水族館、オキナワマリンリサーチセンター、京都大学野生動物研究センター、
京都大学ヒト行動進化研究センター、鹿児島大学水産学部
第 2章錦江湾の鯨類調査の一部は京都大学野生動物研究センター共同研究助成（2015 ～ 2018）を受
けて行いました。
第 7章イルカの繁殖研究の一部は京都大学野生動物研究センター共同研究助成（2019 ～ 2024）を受
けて行いました。

記してここに心から感謝を申し上げます。

2024年 5月
鹿児島の海のほ乳類〜かごしま水族館の調査研究から〜編集委員会
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